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論文要旨  

 本研究の目的は、バングラデシュで 2013 年に発生したシャハバグ運動において、ベン

ガル民族主義が回帰した背景を明らかにすることである。これまで、バングラデシュのナ

ショナリズムに関しては、ベンガル民族主義とイスラムの 2 つが存在していると指摘さ

れてきた。また近年では、イスラムに基づく慣習や価値観が政治の場において強調される

潮流が指摘されてきた。そのため本研究では、バングラデシュにおいてベンガル民族主義

が回帰する事例に着目し、その背景に存在する要因を分析することを主眼に置く。  

 そこで、本研究ではイギリス植民地時代まで遡り、ベンガル民族主義とイスラムの両者

がそれぞれいかなる形で人々の間に根付いているかを確認する。第 3 章では、イギリス

植民地時代から、バングラデシュ独立までの期間を対象にする。そこでは、イギリス植民

地から独立する際に、ベンガル民族主義に基づく国家構想と、イスラムを紐帯とするパキ

スタンとしての独立構想の両者が存在し、結果的に取り込まれるようにパキスタンとして

独立した経緯が明らかになる。バングラデシュ独立後は、建国時に掲げたベンガル民族主

義に反し、徐々に政治におけるイスラム主義の台頭が顕著になる。農村を中心とした票田

確保や、野党の弱体化を目論む政策、さらには隣国インドとの関係が複雑に絡み合い、イ

スラムを国民統合と政党運動のツールとして利用する動きが高まる。  

 しかしその後、2013 年に戦争犯罪者の処刑を求める全国的なデモが発生した。この出

来事を通して、国民は再びベンガル民族主義に回帰した。本研究では、2013 年に発生し

た全国的なデモの抗議内容やその手法、またデモを行う際に象徴的に掲げられた女性が持

つ役割に焦点をあて、ベンガル民族主義の回帰がいかなる形でなされたかを分析する。分

析にあたっては、林（2022）が提示した「犠牲者意識ナショナリズム」を理論枠組みに

適用した。  

 分析の結果、「過去の歴史と現在に生きる人々に連続性がもたらされたこと」および

「民族のために命を捧げた数多くの犠牲者」の存在が、ベンガル民族主義の回帰を後押し

する要素であったことが明らかとなった。特に後者は、デモの際に掲げられた女性が持つ

大きな特徴であった。  

 一方でバングラデシュにおいては、ベンガル民族主義もイスラム主義のどちらに関して

も、政党の駆け引きや運動の道具として利用される側面が存在する。そのため、バングラ

デシュのベンガル民族主義を理解するには、各政権の具体的な政策を踏まえた国内政治の

潮流の把握と、インドを中心とした近隣国との外交関係を鑑みることが求められる。  

 

キーワード：バングラデシュ、ベンガル民族主義、イスラム、犠牲者意識ナショナリズム  
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Abstract 

    This  paper  aims to  identi fy  the  contributing factors  of the recurrence o f 

Bengali  nationalism by Shahbag movement  in Bangladesh.  

 It  has been pointed  out that Bangladesh has mainly two types of  national  

identity . One  is  Bengali  nationalism based on their  language and culture, and  

the other is  Is lam. According to previous res earch,  i t  has also been pointed 

out that Islam have been emphasized in  pol it ics .  Therefore, this  paper  focuses 

on the case  of  the recurrence o f Bengali  nati onalism in Bangladesh and 

analyzes the factors  behind it .  

    This  paper  traces back to the Brit ish colonial  era to see how both Bengali  

nationalism and Islam have been rooted among the people.  In Chapter  2,  i t  is  

focused  on the  period from the Brit ish colonial  era to  Bangladesh's  

independence. In this  chapter,  i t  is  clari fied how Bengal  region became 

independent as part  of  Pakistan from the Bri t ish colony although it  urged  

both the Bengali  nation state conception and the Pakistan conception with 

Islam as the  bond of independence .  

     After independence,  contrary to the  Bengali  nationalism that the country 

had  adopted at  the t ime o f i ts  founding, the r ise of Is lam in pol it ics  gradually  

became more  prominent to unite people easi ly  and gain pol it ical  party 's  power  

in rural  areas. Furthermore,  the  relationship  with India is  also one of the 

biggest  causes for these circumstances.  

     On the  other  hand, nationwide demonstrations cal l ing for  the  execution of  

war criminals  dramatical ly  happened in 2013. Throughout this  event, the 

nation returned to  Bengali  nationalism again.  

     This  paper analyzes how Bengali  nationalism has  been activated by 

focusing on the methods o f the nationwide protests  that occurred  in 2013,  as  

well  as  the  role that  a  woman symbolical ly  held up  in staging the 

demonstrations. In terms of analys is ,  i t  is  applied to the  "Vict imhood 

Nationalism" presented by LIM,  JIE HYUN  to its  theoretical  framework.  

     The analysis  revealed that "the continuity between the past  history and 

the people l iving in the present"  and the existence o f "numerous vict ims who 

dedicated their l ives for the nation" were the  factors  that encouraged to 

activate Bengali  nationalism. In particular, the role  of  the latter was 

undertaken by the symbolist ic  woman who were raised during the 

demonstrations.  
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     Meanwhile ,  there are some aspects  of both Bengali  nationalism and Islam 

in Bangladesh that are used as a  tool  for pol i t ical  motivations. Thus,  

understanding Bengali  nationalism in Bangladesh requires an understanding 

of domestic  pol it ical  trends based  on the  speci fi c  pol icies  of each pol it ical  

parties , as  well  as  considering  the  country 's  diplomatic relations with 

neighboring countries , particularly  India .  

 

Keywords: Bangladesh, Bengali  nationalism, Islam, Vict imhood Nationalism
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第 1 章 研究の背景、目的と方法  

第 1 節 研究の背景  

 現在は一般的に、グローバル化が進んだ時代と言われる。フェザーストン（ 2009）に

よれば、学問的な文脈でのグローバリゼーションの最初期は、19 世紀後半から 1920 年

代頃を指すと言われる。郵便や鉄道、海底ケーブルの開通などにより、その萌芽を経験し

た。そして、次なる局面としてギデンズ（2001）は、1960 年代後半以降の通信システ

ム技術の進歩によって、日常に大きな変化が及ぼされた時期に着目している。アパデュラ

イ（2004）は、1960 年代以降のグローバリゼーションにおいては、とりわけ人の移動

と電子メディアが多大な影響力を及ぼし、移動するイメージと脱領土化したオーディエン

スの邂逅をもたらすと主張した。現在であれば、インターネットがその代表的存在であ

り、人々は文章や画像、動画などを通して、容易に自らが国境を超えて遠隔地へと移動す

ることを想像できるようになった。そして運輸技術のさらなる発達により、実際に国境を

越える移動は容易になった。新型コロナウイルスの世界的な流行以前の 2019 年時点で、

15 歳以上の国際移民労働者は 1 億 6900 万人におよび、国際移民の総数は 2 億 7 千万人

以上に及ぶ 1。また経済的な側面においても多国籍企業の台頭により、ますます国境を越

えた取引や資本の流れが促進されている。  

 以上のように、国際社会はグローバル化に向かっているとされ、そこでは国籍や民族な

どを異にする人々の出会いがいたるところで経験されている。しかし一方で、グローバリ

ゼーションは必ずしも画一化を起こすわけではない。グローバリゼーションは、地球とい

う惑星と人類が有限であり限界をもつという意識が同質性を生み出すのではなく、さらな

る多様性、ローカルな諸文化の範囲の拡大がなじみ深くなってきているのである（フェザ

ーストン  2009、p.152）。つまり、グローバリゼーションは国境を越えた人の移動や出

会いによって画一化を進めていくわけではなく、むしろ他者との接触の経験を通して、自

らと他者の間に存在する差異を明確に経験するプロセスなのである。例えば、岡田

（2021）のインド・ナガランド州における、外来の文化であるロック・フェスに取り組

む現地の若者の同族・帰属意識を考察した研究では、ロック・フェスがグローバルな観客

の動員を伴う中で、「彼ら」という他者集団とのイメージや存在との接触が起こり、

「我々」というイメージや存在がより意識的に解釈され、現地の若者の同族・帰属の意識

が高まることを指摘している。  

 
1  Internat iona l Labour  Organizat ion（2021）より。  
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 グローバル化が進んだ社会では、必ずしも人々は国籍や民族を超えた連帯に向かうわけ

ではなく、むしろ他者との接触によって、従来の国籍や民族に基づく集団意識をより強め

ることも起こり得る。それは、人の移動がこれまでになく活発になった現在においても国

籍や民族に基づく差別や抑圧が存在していることの一つの根拠とも考えられる。国籍や民

族などが持つナショナリズムは、グローバル化の進展とともに消滅するわけではない。ナ

ショナリズムは現在においても、時に暴力の行使にまで発展する力を持つ 2。グローバル

化によって人の移動と他者との接触はさらに増加すると予想され、地球規模で人々の連帯

が叫ばれる現在だからこそ、根強く残るナショナリズムを単純に批判するのではなく、そ

れが作り出され、維持・強化される要因に目を向ける必要があるのではないだろうか。  

 そこで本研究では、バングラデシュを対象に設定し、ベンガル民族主義に基づくナショ

ナル・アイデンティティに回帰した事例から、その背景を明らかにする。  

 南アジアに位置し、肥沃で広大な平野を持つバングラデシュは、1971 年に国家として

独立した。「バングラデシュ」はベンガル語で「ベンガル人の国」と訳される。まさに言

葉どおり、国民の 98.9％ 3をインド・アーリア系の「ベンガル人」と呼ばれる民族が占め

ている。またイスラム教徒が 90.4％を占める 4。南アジアにおいては、民族的な画一性の

高い、比較的稀有な地域である。  

 本研究でバングラデシュを取り上げる根拠は以下の 2 点である。第 1 に、民族的な画

一性がアジアの中で非常に高い地域であるため、ナショナリズムの形成においても明快な

過程を辿ってきたように見てしまいがちだが、実際には複雑な様相を呈している点であ

る。言語、文化を共有する民族としてのベンガル人は、国境を超えたインドにも存在す

る。一方で、前述の通りバングラデシュはイスラム教徒が多く、日常生活における礼拝等

の実践も浸透している。そのため、バングラデシュ人のナショナル・アイデンティティ、

言い換えればバングラデシュ人らしさを定義することは容易ではない。第 2 章で詳述す

るが、これまでの研究においても、バングラデシュのナショナル・アイデンティティは議

 
2  移民・難民の排斥などが近年欧州や米国でも問題となっている。また象徴的な事例として、

2017 年にミャンマーのイスラム教徒少数集団ロヒンギャがミャンマー陸軍・治安部隊や地元住

民によって虐殺・暴行され、隣国バングラデシュに 70 万人以上が避難したことが挙げられる。  

3  2011 年センサスにおいて、ベンガル人以外の民族（部族）は 141 万人で全体の 1.1%を占める

ことから推計した。  

4  Bangladesh Bureau  Stat ist ics（2015）より。  
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論が数多くなされてきた。第 2 の点として、筆者がバングラデシュでの長期滞在や国際

協力活動の経験を有しているため、バングラデシュの実情に根ざした知見からの考察が可

能になる点である。とりわけバングラデシュ人からの情報収集や、バングラデシュの公用

語であるベンガル語を分析対象にすることが可能な点において、研究上の優位性を有する

と判断した。  

 

 

第 2 節 研究の目的  

 本研究の目的は、バングラデシュで 2013 年に発生したシャハバグ運動において、ベン

ガル民族主義が回帰した背景を明らかにすることである。これまで、バングラデシュのナ

ショナリズムに関しては、ベンガル民族主義とイスラム主義の 2 つが存在していると指

摘されてきた。また近年では、イスラムに基づく慣習や価値観が政治の場において強調さ

れる潮流が指摘されてきた。そのため本研究では、ベンガル民族主義が回帰する事例に着

目し、その背景に存在する要因を分析することを主眼に置く。  

シャハバグ運動は、1971 年のバングラデシュ独立戦争時の戦争犯罪者を裁く「国際犯

罪法廷」をきっかけに発生した。この出来事を端的に述べれば、ベンガル人による戦争犯

罪者への死刑要求運動である。これは、ベンガル人でありながら同じ民族の人々を裏切っ

た存在に対する裁きを求める運動であるが、その背景にはかつての東パキスタン時代にお

ける、西パキスタンとの対立構図が隠れている。独立後、政治におけるイスラム主義の台

頭が指摘されるバングラデシュは、シャハバグ運動を通して、建国時に掲げたベンガル民

族主義に再び回帰した。その回帰にあたり、犠牲者の存在がその結束を助けていた事例

を、犠牲者意識ナショナリズムの理論を適用することで捉える。そして、戦争犯罪者の処

刑要求が行われる際に、「歴史と現在に生きる国民の間に連続性が生み出され」さらに

「民族のために命を捧げた犠牲者」の存在がベンガル民族主義の回帰に重要な点であった

ことを提示する。  

 

 

第 3 節 研究の方法  

第 1 項 研究の方法  
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 本項では、研究手法に関して前提をいくつか確認したい。まず、全体の考察にあたって

は既存の文献、インターネット上の新聞記事やウェブサイトを参考にする。  

加えて、本研究第 5 章第 3 節の分析においては、ソーシャル・ネットワーキング・サ

ービス（以下、SNS）の代表的な存在である「Facebook 5」の言説から、ベンガル民族

主義の回帰を後押しした要因を分析する。Facebook は世界最大規模の SNS の一つであ

り、2022 年 9 月の 1 ヶ月間で、1 回以上の利用や活動があったユーザー数は 37 億 1 千

万人にのぼる 6。ただ、SNS 上の言説に関しては全数把握が困難であり、かつ不特定多数

が発信可能であることから、分析対象として設定する際には留意が必要である。しかし、

近年では SNS 上の言説を分析対象とした研究も散見される。例として樋口（2019）

は、ネット右翼 7の生活実態を明らかにする際、Facebook を分析対象としている（樋口  

2019）。以上を例として、既に SNS の言説を分析対象にする試みは行われていること

から、本研究においても、ベンガル民族主義への回帰の要因を把握するための分析対象に

設定した。  

 しかしその際、Facebook の性質を把握しておくことは重要である。まず、バングラデ

シュにおいて、インターネット使用者は 2012 年時点8で 3000 万人を突破した 9。2013

年 10 月時点での推定 Facebook ユーザー数は約 580 万人とされている 10。Facebook は

実名を用いることが原則とされ、これはバングラデシュにおいても同様である。そのた

め、匿名性はその他の SNS と比較して低いと考えられる。加えて本研究では、

Facebook を活用してデモを呼びかけた中心的存在であるブロガー・活動家ネットワーク

（Blogger and  Online Activist  Network）のアカウントのみに対象を限定した。その

ため、匿名による無責任な発言や実態と乖離した発言の可能性はより低くなる。また対象

とするブロガー・活動家ネットワークは、新聞やテレビなどのメディアでも取り上げられ

ており、特にリーダーのイムラン・ソルカル（Imran Sarker）はメディアでのインタビ

ュー等でもその意見を表明している。そのため、Facebook における発言との整合も図り

 
5  2004 年にサービスが開始された実名登録制ソーシャル・ネットワーキング・サービス。  

6  Meta （2022/10/26）より。  

7  インターネット上において愛国や反中国・反朝鮮などの内容を書き込む人々の総称。  

8  第 5 章で取り扱う事例は 2013 年 2 月発生の出来事のため、2012 年時点のデータを採用した。  

9  Data Porta l ウェブサイトより。  

1 0  セレージャテクノロジー（2013 /11/08）より。  
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やすく、Facebook では団体としての理念や意見が適切に反映されていると考える。以上

の理由から、Facebook 上における言説を適当とみなし、本研究では分析対象に含めた。  

 

第 2 項 用語の使用、表記について  

 本項では、本研究で使用する語句に関して説明を加えたい。まず、人名や固有名詞の和

名に関しては、辛島（2012）の『南アジアを知る事典  新版』で使用されている和名

を原則として採用した。ただ、そこで言及されていない固有名詞や人名に関しては、既に

出版されているその他の日本語文献から採用した。それらでも言及がなされていないベン

ガル語の名前を持つ人物の和名表記に関しては、ベンガル語の発音法則 11を基準に筆者が

和名に訳した。  

 次に、語句の定義に関するものである。本研究内では、人々の集団を指す語句が複数存

在する。まず、「バングラデシュ人」と表記されている場合は、バングラデシュ国籍を取

得している人または集団を指す。次に、「ベンガル人」の定義である。ベンガル人の定義

に関しては、既存の研究においても様々な定義がなされてきた。詳細は後述するが、例え

ば高田は、ベンガル人という語句には前提としてイスラム教徒であることが内包されてい

ると主張している（高田  2006）。しかし本研究におけるベンガル人は、現在のバングラ

デシュおよびインド・西ベンガル州、ビハール州などを中心に広がる、言語、民族的ルー

ツを共にする人または民族集団を指す。端的に述べれば、本研究においてベンガル人と言

及された際には、イスラムやヒンドゥー教など、宗教の違いに関しては考慮せず、ベンガ

ル語を使用し、ベンガル文化を体現している人々を意味している。このような定義を行っ

た意図に関しては、イギリス植民地時代からの歴史を顧みた際、宗教の違いを超えた連帯

が一部でみられること、またバングラデシュ建国時の理念として、ベンガル人の統合と連

帯は宗教の違いに関わらず、言語および文化的共通性をその根拠としているからである。

以上の定義から、本研究におけるベンガル人は、現在のインド領土内に居住する言語、文

化を共有する人または民族集団を含むこともある。ただ、1947 年のインド・パキスタン

分離独立後において、インド領土内のベンガル人に言及する際には「インドの」または

 
1 1  ベンガル語において子音の基本形は「o」と発音される。（例として、ক  は k の子音だが、基本

形は [ko]と発音される。）ローマ字表記における「a」は [o]と発音される場合と [ɑ ]と発音され

る場合が混在するが、ベンガル語表記においては両者の区別が可能なため、和名ではベンガル

語表記の発音を優先して記した。  
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「インド・西ベンガル州の」などと説明を加えた上で表記する。また、宗教の違いを明確

に指し示す場合は、「イスラム教徒ベンガル人」や「ヒンドゥー教徒ベンガル人」と表記

する。  

 「ベンガル民族主義」の定義に関しては、本研究の目的と照らし合わせた場合、原則と

してバングラデシュ国籍の人々を範囲内として、「ベンガル人」であることを尊重する心

情的・政治的な民族意識と定義する。バングラデシュ国籍の人々を範囲内と加えた理由に

関しては、「ベンガル民族主義」が指し示す範囲が政治的な目的に伴って変化するためで

ある。特にバングラデシュ独立後に関しては、東パキスタン時代や 1971 年のバングラデ

シュ独立戦争などの歴史的要因がベンガル民族主義を高めるための手段として用いられる

場合も多い。そのため、本研究においては以上の定義を採用することにした。しかし一部

では、現在のインドに広がる人々を含む「ベンガル人」の定義の範囲で形成される、心情

的な結束や共感による民族意識が見られる場合がある。この場合においては、「国境を超

えたベンガル民族主義」と例外的に表記することによって補完することとする。  

 最後に、先行研究で指摘がされてきた、バングラデシュの政治におけるイスラムの台頭

に関しても、語句の定義が必要である。本研究では、イスラムに基づく思想体系や価値

観、慣習などの特性を取り入れることで、国民統合や政党の優位性を高めるために利用す

ることをイスラム主義と呼ぶことにする。  
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第 2 章 先行研究  

第 1 節 バングラデシュのナショナリズムに関する研究  

 バングラデシュのナショナル・アイデンティティ形成に関しては、Bobby（2020）の

ように、これまで主にベンガル人としての性格と、イスラムに基づく性格の 2 つが存在

するという形で議論が重ねられてきた。前者に関しては、Badruddin（1992）が、ベン

ガル語の公用語化を要求した東パキスタン時代の言語運動を詳述した。言語運動はベンガ

ル民族主義を体現した大きな出来事である一方で、ベンガル民族主義の形成や変容に関す

る考察までは射程に収めていない。また全体的にベンガル民族主義に着目する研究が手薄

であり、イスラム主義の台頭に焦点をあてるものが比較的多い。後者に関しては、独立後

のバングラデシュに着目した研究を中心に、政治におけるイスラムの台頭が指摘されてき

た。Ghosh（1995）は、言語運動に基づく建造物や式典はベンガル民族主義に基づくナ

ショナル・シンボルとして重要であると主張する一方で、1970 年代後半からイスラムと

国家の連帯が強まり、社会的緊張をもたらしていると指摘している。他にも Islam and 

Islam（2018）は、独立後の 1973 年からイスラム主義の台頭が始まったと主張してい

る（Islam and Islam 2018、p.9）。ベンガル民族主義に基づいて独立を果たしたバン

グラデシュは、特に政治の場においてイスラム主義に塗り替えられてしまったと結論づけ

られる傾向が多い。  

 その一方で高田（2006）は、バングラデシュのイスラム教徒が「イスラム教徒」とし

ての性格と「ベンガル人」としての性格を持ち合わせているというこれまでの議論の前提

に、新たな視点を持ち込んだ。庶民の宗教意識を対象とした分析から、ベンガル人という

概念にはイスラムが内包されていることを提示した。現在のバングラデシュにおける用法

の多くは、広い意味での「ベンガル」ではなく、専ら「現在のバングラデシュの範囲」だ

けを示していると主張している（高田  2006、p.299）。このベンガル人の定義は非常に

興味深い。確かにバングラデシュは前述の通り 90％以上がイスラム教徒であるし、個人

の意識や価値観を形成している要素を明確に切り分けることは難しく、周囲の環境や教育

を通して半ば無意識的に獲得される習慣や価値観形成が数多存在していることは想像に難

くない。そのため本研究においても、ベンガル人としての性格とイスラム教徒としての性

格は対立する訳ではなく、両者は人々が持つ性質として同時に存在することが可能である

との立場をとる。しかし一方で、独立後のバングラデシュでは政府によるナショナル・ア

イデンティティ形成が積極的に行われてきた。そのため、国民統合という目的にあって
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は、ベンガル人という概念がバングラデシュの国境を範囲内として使用されることは不自

然ではなく、むしろベンガル人という概念は、時代や政治的な目的に沿って変化するもの

であると考えられる。また、独立時のバングラデシュは、とりわけ民族的差異を際立たせ

ることで実現した背景が存在する。そこでは宗教や職業、経済的・社会的地位を超えた連

帯が存在した。以上から、ベンガル人の境界線は政治的目的によってその範囲が便宜的に

変化することがあり、バングラデシュの建国や国民統合を積極的に行う時期には、ベンガ

ル人の境界線は自ずとイスラム教徒のそれと重なり合う部分が多かったと考えられる。  

 一方でベンガル人という概念には、言語や文化的共通性を紐帯とした心情的な集団意識

も同時に存在していることが考えられる。例えば、現在でもインド、バングラデシュ両国

のベンガル人に敬愛されるラビンドラナート・タゴール 12はその象徴である。この点から

も、本研究におけるベンガル人の概念には必ずしもイスラム教徒であることを含まないと

し、ベンガル民族主義とイスラムは、バングラデシュ人があくまで同時に持ち合わせ得る

性質という立場をとった。さらに、ナショナル・アイデンティティの形成と維持、変容の

要因を考察することを目的とする本研究においては、とりわけベンガル民族主義に着目す

ることが適切だと考える。理由として、これまでの研究はイスラム主義の台頭に着目する

議論が散見され、ベンガル民族主義に着目する視点が十分でなかったことが一つである。

加えて、ベンガル民族主義は建国時の理念として掲げられたため、ナショナル・アイデン

ティティの基軸に設定されたものと考えたためである。  

 さらにベンガル民族主義に着目する際、その維持、変容の要因を捉えるための事例とし

て、2013 年に発生したシャハバグ運動に着目する。シャハバグ運動は、1971 年のバン

グラデシュ独立戦争時の戦争犯罪者を裁く「国際犯罪法廷」をきっかけに発生した、ベン

ガル人による戦争犯罪者への処刑要求運動である。このシャハバグ運動を中心的に分析し

たものとして、外川（2021）がある。外川は 2010 年に設置された国際戦争犯罪法廷で

の裁判記録を中心に、1971 年の独立戦争下で行われた犯罪や組織的な暴力の存在を検証

した。資料的価値は非常に高いものの、戦犯裁判が数十年にわたって不問に付されて来た

過程を踏まえた考察や、ベンガル民族主義との関連についてまでの言及には至っていな

 
1 2  ラビンドラナート・タゴール（Rab indranath Tagore）。1861 年生まれで、アジア人で初め

てノーベル文学賞を獲得した。タゴールは現在のインド・西ベンガル州のコルカタ出身の上、

ヒンドゥー教徒である。しかし、バングラデシュでも尊敬を集める人物であり、彼の詩は現在

のバングラデシュ国歌に採用されている。  
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い。また Rahman（2022）もソーシャル・メディアに着目しながら、デモに参加する

人々を非難する言説がいかなる形で作られ、かつ浸透したかを分析している。しかしこち

らも宗教に基づく暴動やその過程の理解に焦点が当てられており、ベンガル民族主義の観

点を持った言及はされていない。  

 そこで本研究では、イギリス植民地時代からの歴史を確認した上で、ベンガル民族主義

の変遷を把握するための事例としてシャハバグ運動を取り扱うことにする。  

 

 

第 2 節 ナショナリズムに関する理論的分析と本研究の分析枠組み  

 ケドゥーリーによれば、ナショナリズムは「19 世紀初頭にヨーロッパで創り出された

教義である」とされる（ケドゥーリー  2000、p.1）。また、彼はその定義として「ナシ

ョナリズムの教義は、人類を別々の固有な民族に分類すること、そのような民族は主権国

家を構成しなければならないと主張すること、さらに、一民族の各構成員は彼自らの民族

固有の本性を涵養することにより、自らの人格を民族というより大きな全体に埋没せしめ

ることによって、自由と完成の境地に到達するのである」と述べている（ケドゥーリー  

2000、p.71）。ここでは、民族が政治の構成単位を作り上げるべきだというナショナリ

ズムの考え方が、逆に各々の民族意識を高め、一個人を民族の一員という単位で捉えるこ

とで、両者の一体性を作り上げることが述べられている。  

 また、ゲルナーは「ナショナリズムとは、政治的な単位と民族的な単位とが一致しなけ

ればならないと主張する一つの政治的原理」と定義する（ゲルナー  2014、p.1）。民族

が政治の構成単位とされる、あくまで政治的な運動である。つまりナショナリズムは民族

固有の特性が醸成した場所で自然に生まれるものとは言い切れず、そこには意識的に生み

出される力が加わっていることが多分に考えられる。その意図的な「力」を分析した代表

が、アンダーソンの『想像の共同体』である（アンダーソン  2007）。  

 アンダーソンは、ナショナリズムは文字通り想像によって生まれたものであると主張す

る。異なる見ず知らずの他者を同胞と感じることこそが、「想像」されて出来上がる。ア

ンダーソンはそれを形づくる要素の一つに、「無名戦士の墓」を挙げる。無名戦士の墓に

は「そこにだれがねむっているのかだれも知らない」のである（アンダーソン  2007、

p.32）。つまり無名戦士の墓とは、その死を国家へ捧げたことのみを表しており、そこ

には「国民的帰属」のみが先鋭化されて眠っている。そのため、犠牲になった死者の個人
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的な記憶は忘れ去られる。個人の物語は削ぎ落とされ、多種多様な特殊性や背景は無視さ

れる。それにより、「運命性を連続性へ、偶然を有意味なものへと、世俗的に変換するこ

と」が可能になるのだ（アンダーソン  2007、p.34）。そうして国家は国民に対し、祖国

のために亡くなった戦士の存在と現在を生きる国民の間に連続性を想像させる。ここで

は、国民がその死を「『われわれのもの』として記憶／忘却されなければならない」（ア

ンダーソン  2007、p.334）。  

 この「記憶と忘却」が、ナショナリズムを考える上でどれほど重要な要素であるかは、

アンダーソンが続けて説明している。「世俗的・連続的な時間に埋め込まれているという

意識、そうした時間はそれ自体おのずと連続性を意味するのにこの連続性の経験を『忘れ

ている』という意識（中略）これが『アイデンティティ』の物語の必要を生み出す」（ア

ンダーソン  2007、p.334）。つまり、国民は歴史を忘れ、再び思い起こすプロセスを経

て、より強固な民族意識を形成するのである。その歴史は、「忘れている」とされること

が重要である。それにより再び物語の記憶は生成される。さらに記憶される際には、「特

有の記憶喪失」を伴う（アンダーソン  2007、p.332）。そうして国民の物語はより純化

され、民族意識を高める鋭利な道具となる。しかし実際には、国民や民族が誕生した特定

の瞬間というものはなく、実に曖昧である。その曖昧さを補完して、国民の伝記を作る役

割を担うのは、人間の「死」である（アンダーソン  2007、p.333）。なぜなら、人間に

は必ず生まれた瞬間と死ぬ瞬間が存在しているからである。国家はとりわけ人々の「死」

を用いることにより、国民的系譜を作り上げる。そして、その物語は記憶と忘却のプロセ

スに則り、不断に「思い起こし」そして「忘れ去ってしまって」いなければならない。こ

れがやがて国民的系譜を構成する特徴的なからくりとなった（アンダーソン  2007、

p.328）。つまり、記憶と忘却を繰り返し、物語は国民の結束に対してより強固な結びつ

きをもたらす姿へと変化していく。その物語で具体的な役割を担うのが、人々の「死」な

のである。  

 林志弦は、「国民的系譜を構成するからくり」の一つの手法としての「死」に着目し、

より詳細な議論を展開した。彼は、国家のために殉教した存在が民主化され、国民化する

ことで強い民族的な結束が生まれることを「犠牲者意識ナショナリズム」と定義して提唱

した（林  2022）。それは、「犠牲となった前世代の経験と地位を次世代が世襲し、それ

によって現在の自分たちの民族主義に道徳的正当性と政治的アリバイを持たせる記憶政治

の理念的形態」である（林  2022、p.365）。林が犠牲者意識ナショナリズムをはじめて
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概念化したのは、2007 年である（林  2022、p.386）。犠牲者意識ナショナリズムにお

いては、殉教者や戦死者にとどまらず全ての犠牲者を民族の名の下に昇華させる（林  

2022、p.46）。そこでは英雄とは称されないごく一般的な民間人の死も、殉教として扱

われる。そしてこの事実は、ナショナリズムに大きな作用を及ぼす。それを林はユダヤ人

を例に説明する。「『おとなしい羊』のように虐殺されたユダヤ人の死は、悲劇の主人公

の英雄的な死とはかけ離れている。だが、犠牲者意識ナショナリズムは卑怯な死すら昇華

させる。その点において、英雄民族主義より上手なのだ。英雄の勇気より犠牲者の人権を

重視することは、誰も否定できない、政治的に正しいことなのだ」（林  2022、p.47）。

つまりアンダーソンが指摘した「無名戦士の墓」よりも多くの、あらゆる人々の死が民族

の名の下に神聖化され、現在に生きる人々は過去の犠牲者と一体感を持つのである。  

 犠牲者意識ナショナリズムは、バングラデシュのナショナリズムを紐解くにあたり、多

いに助けとなる。その理由は犠牲者意識ナショナリズムの分析視点の特徴とも重なる。そ

れは、国境を超える民族主義の国際的性格に着目していることである。林は、「民族主義

は一国だけでは構成されえない」とし、「民族主義的な想像は、他民族と比較してこその

ものだ」と主張している（林  2022、p.364）。バングラデシュのベンガル民族主義を考

察する際、いつでもそこにはアイデンティティの写し鏡として存在する他者の姿があっ

た。その変容を理解する際、国民国家を基礎的な単位とし、国境の内側か外側かを基準と

する分析枠組みから抜け出し、トランスナショナルな視点を持つことは重要である。当然

ではあるが、犠牲者意識ナショナリズムは、犠牲者の存在だけでは成り立たない。犠牲者

意識ナショナリズムを適切に把握するためには「帝国と民族、グローバル化と逆向きの動

きである国民化、歴史の流れから離れて一般化してしまう脱歴史化と歴史を都合よく振り

回す過剰歴史化、批判と擁護、『集合的有罪』と『集合的無罪』、赦しと和解、否定と連

帯の物語が水面化で交錯する複雑なメカニズムを理解」するという、広範な視野を必要と

する（林  2022、p.366）。その中でもとりわけ「犠牲者」と「加害者」の存在が犠牲者

意識ナショナリズムの醸成には重要である。犠牲者意識ナショナリズムは「民族単位での

加害者と犠牲者を前提」とするため「国境を超えるトランスナショナルなものにならざる

を得ない」（林  2022、p.381）。  

 この観点でバングラデシュを眺めると、共通性が浮かび上がる。まずバングラデシュの

独立には多大な「犠牲」が伴った。1971 年から 9 ヶ月間にわたって繰り広げられた独立

戦争では、一般的に 300 万人が犠牲になったと言われる。また、現在バングラデシュの
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公用語とされているベンガル語は、死者を伴う抗議によって公用語となった歴史をもつ。

詳細は後述するが、言語運動で命を落とした「殉難者」は、現在も毎年 2 月 21 日に国家

規模の式典によって祀られる。1999 年にユネスコに登録された「国際母語デー」は、ベ

ンガル語公用語運動によってベンガル人が亡くなったその日が選ばれている。そして、建

国後 40 年が経とうとする 2013 年には、1971 年の独立戦争時の戦争犯罪を巡った裁判

が行われる。ここではかつての敵であった西パキスタンに協力したベンガル人の処刑を求

める抗議運動が全国規模で発生した。その時デモに参加した人々と戦争犯罪者は、どちら

もバングラデシュ人であった。しかしその対立には、かつての東パキスタン時代における

西パキスタンとの対立が構図として存在する。そうして、ベンガル民族主義の建国理念に

対してイスラム主義が台頭する独立後のバングラデシュで、民族に基づく建国の理念が回

帰する。そして回帰にあたり、犠牲者の存在がその結束を助けていた事例を、犠牲者意識

ナショナリズムの理論を適用することで明らかにする。  

 そこで、まずは宗教・民族・植民地政府の存在などが重層的に絡み合う過去と、イギリ

ス時代に作られたおぼろげなベンガル人の共同体意識に目を向ける。イギリス植民地下の

ベンガル地域（現在のバングラデシュに重なり合う地域）は、植民地政府の政策によっ

て、共同体意識が変化してきた。また、イギリス植民地時代には現在のバングラデシュの

国境線に近い境界線が作られた。そのため、東パキスタンおよびバングラデシュの基礎と

なった境界線と共同体意識がいかなる形で形成されてきたのかを把握するために、まずそ

の歴史を振り返ることとする。  
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第 3 章 バングラデシュ独立までの民族意識の構築  

第 1 節 イギリス植民地時代における東ベンガル  

 1947 年まで、約 150 年間にも及ぶイギリス植民地下に置かれた大英インド帝国（現在

のバングラデシュを含む）は、その間に様々な民族的アイデンティティの萌芽を経験し

た。その最初であり、かつイギリス政府を揺るがしたものは 1857 年のインド大反乱であ

る。要因としては植民地支配に対するインド人の不満、インド人傭兵の白人将校との差

別、失権ドクトリン 13に対する王侯の不満、イギリスの支配地域が広がって土地を奪われ

た者の不満、マラーター王 14の年金支払いの拒否による、王侯の家族や家臣団の不満など

が挙げられている（堀口  2009、p.117）。しかし反植民地政府という思想で団結し、独

立を目指すほど事態は単純ではなかった。そもそも、大英インド帝国をはじめアジア、ア

フリカなどかつて植民地支配下にあった地域は、多様な民族、言語、宗教が存在してお

り、統一された民族意識を作ることが難しかった。植民地政府への抵抗という点では一定

程度協働できても、同一の民族意識で統一した政治システムを構築することは容易ではな

かった。  

 それに続くものが、1930 年代から議論が盛んになった「二民族論」である。二民族論

とは、イギリス植民地からの独立にあたり、ヒンドゥー教徒はインド国民として、イスラ

ム教徒はパキスタン国民として独立すべきであるという考え方である。1941 年の国勢調

査によれば、大英インド帝国においては 64.5%がヒンドゥー教徒であるのに対して、

27%がイスラム教徒である（Census Commissioner for  India 1943）。統一して独立

すればヒンドゥー教徒が過半数となるため、イスラム教徒にとっては二民族に分かれる動

機が存在した。最終的には、二民族論を結論とした分離独立がなされるわけだが、ヒンド

ゥー教徒とイスラム教徒という区別が明確に意識されるようになったのは、それ以前から

のことである。  

 バングラデシュのナショナリズムという本研究の対象に合わせてベンガル地域（現在の

バングラデシュと大部分が重なる）に焦点を当てれば、人々の間にはベンガル人としての

 
1 3  失権ドクトリンは藩王国に対する政策で、  藩王が嫡子なく死去した場合に、養子縁組し相続す

ることを認めない原則を指す。  東インド会社政府はこれを利用して藩王国の併合を進めていた

（小川  2008、p.275）。   

1 4  インド西部、マハーラーシュートラ地方を中心に、マラーター王国が 17 世紀後半から勢力を拡  

大した（辛島  2012、p.764）。  
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意識と宗教による区別意識が同時に存在していた。ただ、宗教による区別意識は、社会

的・経済的不平等を引き起こした要因として意識されることになった。それは、イギリス

植民地政府の政策によるものが大きい。要因をいくつかあげるとすれば、以下のようにな

る。  

 まず 19 世紀における、イギリス植民地政府による宗教ごとの優遇政策である。19 世

紀に入り、当初イギリス植民地政府によって優遇されたのはヒンドゥー教徒であった。ヒ

ンドゥー教徒は近代的なものに前向きであったことから、英語やイギリス植民地制度に馴

染んでいったと言われる（堀口  2009、p.126）。また、ザミンダーリ制度と呼ばれる大

土地所有制度の地主の大半は、ヒンドゥー教徒ベンガル人によって占められていた（河合  

1992、p.137）。ヒンドゥー教徒ベンガル人が相対的にイスラム教徒ベンガル人に対し

て社会的・経済的優位な状況が生まれていたのである。そのため、ヒンドゥー教徒ベンガ

ル人がベンガル地域において支配的地位に立つことになった。その一方で、ヒンドゥー教

徒ベンガル人は西洋教育を受けたことで、西洋の自由主義理念や人権思想などにもとづく

政治意識が高まり、徐々にイギリス植民地政府に対する反抗的態度が大きくなっていっ

た。またこの時期には、ベンガル地域における人口分布も徐々にイスラム教徒が増加して

いった。1881 年の人口調査では、ラジシャヒ市、ダッカ市、チッタゴン市などの主要都

市のイスラム教徒人口は、約 6 割から 8 割程度を占めていた（Bourdil lon 1883、

p.74）。ヒンドゥー教徒ベンガル人の植民地政府に対する反感が高まっていること、さ

らに人口の逆転現象から、イギリス植民地政府はやがてイスラム教徒ベンガル人への融和

を試みる。また同時に、ヒンドゥー教徒ベンガル人に対して従属的な立場に置かれるイス

ラム教徒ベンガル人の教育の普及が叫ばれるのもこの時期である。その一例が、19 世紀

末にサイヤド・アフマド・ハーン 15を中心に展開された「アリーガル運動 16」である。こ

の運動では、イスラム教徒の社会的地位向上の手段として教育を重視し、近代教育施設の

設立が行われた（堀口  2009、p.124）。サイヤド・アフマド・ハーンは、イスラム教徒

の地位向上のためには、イギリス植民地政府に保護してもらう必要があると考え、植民地

政府への忠誠と西洋教育の受け入れを主張した（堀口  2009、p.124）。一方で、以上の

ような宗教による社会的・経済的不平等が両者の間で意識された 19 世紀末ごろから、各

 
1 5  インドのイスラム教徒社会改革家。イギリス支配を善意によるものとして受け入れ、イスラム

教徒の反英抵抗の思想を否定し、親英的態度を保った（辛島  2012、p.307）。  

1 6  現在のインド、ウッタル・プラデーシュ州を中心に展開された。  
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地で宗教暴動が頻繁に聞かれることになると同時に、イスラム教徒がヒンドゥー教徒の店

を襲撃、略奪 17し、これをイギリスの警察が傍観するという光景が各地で見られるように

なった（堀口  2009、p.131）。  

 以上のように、イギリス植民地政府による宗教ごとの優遇政策が、宗教による対立を助

長していた。しかし、必ずしも人々はイギリス植民地政府に踊らされて対立に向かってい

った訳ではない。教育を受けた上流層では、宗教による分裂を危惧する人々がいた。

1867 年にはベンガル地域における教育を受けた人々の集まりとして「インド協会」が設

立され、共通の利益と理念に立った民族の統一、つまりヒンドゥー教徒とイスラム教徒の

友好関係の促進が議論された（堀口  2009、pp.122-123）。宗教という形で分断がみら

れる一方で、ベンガル人に基づく共存のための取り組みがなされていたのである。しかし

その後、ベンガル分割令によって、ベンガル地域の宗教の違いによる亀裂は決定的なもの

となる。  

 ベンガル分割令は、1905 年にイギリス植民地政府によって行われた政策であり、各宗

教の多住地域ごとで地域を分割した。イギリス植民地政府としては、当時社会的な支配層

に付いていたヒンドゥー教徒ベンガル人の反英闘争を抑圧することを目的としていたと考

えられるが、結果的にベンガル分割令は反英闘争を激化させる結末となり、 1911 年に撤

回されている。この 1905 年のベンガル分割令の際、ヒンドゥー教徒ベンガル人は分割に

反対した。アジア人初のノーベル文学賞を獲得したラビンドラナート・タゴールが、現在

バングラデシュ国歌となっている「我が黄金のベンガルよ（Shonar Bangla）」の詩を

書いたのもこの頃であった（堀口  2009、pp.130-131）。分割されたヒンドゥー教徒ベ

ンガル人は新たな地域区分においては少数派となり、その政治力を失うことになるため当

然の反応ともいえる。一方でイスラム教徒が多数であった東側、つまり現在のバングラデ

シュ側のイスラム教徒ベンガル人の中には、ベンガル分割令を歓迎している者もいた。そ

のため、1911 年にベンガル分割令が撤廃される際にはイスラム教徒への配慮として、植

民地政府がダッカ大学設立を約束した（堀口  2009、pp.141-142）。また一部のイスラ

ム教徒は、当初は分割反対運動に参加したが、政府の説得によって運動をやめた（堀口  

2009、p.131）。イスラム教徒としては、ヒンドゥー教徒による経済的・社会的支配が

去り、イスラム教徒の相対的な地位の向上を望むことは不思議ではない。そして、この時

 

1 7  イスラム教徒がヒンドゥー教徒を略奪しても、政府は罰しないだろうというビラが街中で見ら

れ、イスラム教徒の反ヒンドゥー感情は制御が難しいものがあった（堀口  2009、p.131）。  



静岡文化芸術大学大学院 

文化政策研究科 

稲川 望 INAGAWA Nozomi 

 19 

期を境に両宗教の亀裂は深刻なものとなった。前述の通り、1911 年にベンガル分割令は

撤廃されるものの、宗教の違いを原因とした暴力事件や植民地政府のイスラムへの偏重な

態度は残った。  

 それから、もう一点着目すべきものとして、このベンガル分割令とその撤廃の時期に、

現在のバングラデシュの地理的な境界線の原型が出来上がったことが挙げられる。西側、

つまり現在のインド・西ベンガル州とバングラデシュを分ける境界線は 1905 年のベンガ

ル分割令の際に画定されたものである。1911 年に首都がデリーに移転したことに伴い、

ビハール、オリッサも別個の州として独立した（堀口  2009、p.135）。また、ベンガル

分割令の際に東ベンガル・アッサム州として組み込まれた現在のインド・アッサム州を含

む北東インド地域は、ベンガル分割令の廃止とともに切り離された（ Islam 2012）。こ

うして後の東パキスタンおよび現在のバングラデシュの境界線の基盤が作られた。  

 以上のようにベンガル分割令は非常に大きな転換点であったが、この政策をイギリス植

民地政府側から眺めると、単純な宗教による分離政策でないことは明らかである。目的と

して、政策によって反英闘争に盛り上がっていたベンガル人をそれぞれ少数派に追い込み

たかったと考えられる。とりわけ、当時の都であった現在のインド西ベンガル州に位置す

るコルカタを切り離し、ベンガル人による運動を弱体化させることが必要であった。つま

り、イギリス植民地政府はベンガル人を分断させることを目的にしており、宗教の違いは

それを実現するための手段だったと考えられる。ここでは政治的な理由による民族の分断

を、宗教的な分断を表面化させることで実現した。イギリス植民地政府は統治という目的

に合わせて、おぼろげに意識されていた民族の共同体意識に宗教という別個の区別を持ち

込み、植民地統治に有利な共同体を形成させた。  

 その結果、20 世紀初頭の東ベンガル地域のイスラム教徒ベンガル人にはアイデンティ

ティの対抗軸が 2 つ存在していた。一つはイギリス植民地政府に対するものであり、も

うひとつがヒンドゥー教徒に対するものである。植民地政府という圧倒的な権力への対抗

と、身近な権力者であるヒンドゥー教徒への対抗が存在したのである。そして、やがて時
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代は二民族論による分離独立へと向かっていく。ムスリム連盟 18を率いたジンナー 19は、

大英インド帝国をあくまでひとつとみなしたガンジーと対にして語られることが多い。最

後にそのジンナーが掲げたパキスタン構想に着目することで、独立時の東ベンガルの立場

を把握する。  

 1941 年、インド西部の町ラホールで決定されたラホール決議では、印パ分離独立の理

論的な基礎をなした（中村 1992、p.190）。しかし、その決議では、「ムスリムが数の

上で大多数を占めるインドの西北部地帯・東部地帯のような地域は独立した諸国家

（Independent  States）を構成するように分類されるべきであり」と書かれており、こ

の時点では、東西で別の国家が誕生してもおかしくない書きぶりであった（中村  1992、

p.91）。つまり、当初は独立した諸国家または強力な自治に基づく連邦制が提議されて

いた。しかし、独立直前の 1946 年にデリーで開催されたムスリム連盟大会では、「パキ

スタンは単一の主権独立国家」であることが決議として採択されるようになった（中村

1992、pp.191-192）。つまりジンナーにとっては、二民族論を唱え独立へと向かってい

くことそのものが目的であり、統治の具体的な方策なき提言を行なっていた可能性もあ

る。また、ベンガル地域に関しては、パキスタン構想にそもそも想定されていなかったと

も言われる。「パキスタン構想に関する限り、1930 年代、1940 年、それに 1944 年と

いう三つの時期を経過する中で変化の軌跡が認められなければならないのである。特に

1944 年段階にいたるまでも、ムスリムのパキスタン要求指導者の間でベンガル・ムスリ

ムの主権独立国家建設構想がパキスタンとは別に議論されていた点には重大な関心が今日

払われてしかるべき」と言われる（中村 1992、p.194）。つまり、1947 年に東パキス

タンとして組み込まれていく数年前まで、実はイスラム教徒ベンガル人を中心とする、自

治を大きく認められた連邦制または別の国家としての独立が想定されていたのである。中

 
1 8  1906 年に現在のバングラデシュのダッカで結成されたイスラム教徒の政治組織。正式には全イ

ンド・ムスリム連盟。1937 年のラクナウ大会以降、政党組織として拡大をはじめ、イスラム教

徒独自の政権を目指す姿勢を打ち出した。その後は二民族論を打ち出し、イスラム教徒のため

の分離独立国家を主張した（辛島  2012、p.794）。  

1 9  ムハンマド・アリー・ジンナー（Muhammad Al i  J innah）。パキスタン建国の父と称され

る。ムスリム連盟の指導者として、二民族論に基づくインド・パキスタンの分離独立を牽引し

た。1948 年 9 月 11 日に病死したことで、独立間もないパキスタンは早くも指導者を失い、政

治的危機を迎えた（辛島  2012、pp.410-411）。  
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村は、「1930 年代のパキスタン構想の特徴については（中略）結論的に云えば、この段

階のパキスタン構成には東ベンガルが除外されていたのである」と分析している（中村  

1992、p.192）。つまり、ジンナーおよび現在のパキスタンの視点に立てば、イスラム

教徒が中心となる国家の建設を最優先として考えており、具体的な構想や東ベンガル地域

の存在を丁寧に検討して提言を発していた訳ではなかった。ジンナーをはじめとしてパキ

スタンが想定していたのは、あくまで後の西パキスタンの姿であった。1947 年の独立後

に東西で深刻な格差が生まれたことは、この点から納得できる。  

 以上の西側を中心とした国家建設構想に対して、一方の東ベンガルは何を望んでいたの

だろうか。東ベンガル地域は、比較的ベンガル人が集中し民族の純度が高く、大英インド

帝国の中では例外的な場所である。それでありながら、ジンナー率いるパキスタンの一部

として独立する構想に組み込まれていった。その東ベンガル地域を眺めるときに、やはり

ヒンドゥー教徒とイスラム教徒の関係性が挙げられる。例えば、 1930 年代にムスリム連

盟の地方組織を牽引したジョトダールと呼ばれる上層地主層 20にとっては、「パキスタン

の独立は，すでに頂点は過ぎたとはいえ、依然として農村に君臨していたザミンダール

層、特にヒンドゥーのザミンダールや地方エリート層（ボッドロロク）を末端権力から徹

底的に追放する機会であった。（中略）東部ベンガルの下層農民のおおくを占めるムスリ

ム農民への彼らの影響力を考えれば、反ヒンドゥー感情と分かち難い『擬似革命』意識

が、ムスリム社会での支配的な感情となったとみることも誤りではなかろう」としている

（佐藤  2005、p.8）。ただ一方で先述の通り、ベンガル民族に基づく国家建設構想が

1944 年の段階まで行われていたことも事実である。また 1947 年には、ムスリム連盟の

政治家スフラワルディが、インド国民会議派の政治家と手を組み、「統一ベンガル構想」

を打ち出したこともあった（中里  2003、p.19）。ここではヒンドゥー教徒の支配的な存

在からの解放を求めるイスラム教徒による国家像と、ベンガル人による国家構想がどちら

もおぼろげに存在していた。つまり東ベンガルの視点から見れば、この時代は、イスラム

を象徴としたパキスタン構想と、ベンガル人をその基準とする国家づくりの双方が視野に

収められていた。両者は少なくとも独立の数年前まで揺れ動いていたのだ。イスラム教徒

の視点から見れば、ヒンドゥー教徒による支配的な社会構造の中でイスラム教徒が圧迫さ

 
2 0  ベンガルの刈分小作制度において、村の土地のかなりの部分を所有し、刈分小作人、任意小作

人及び雇用労働者の助けをかりて広い土地を耕作する者、または、効果的に土地を占有し、貧

しい農民の労働を指揮している村の支配的土地所有グループを指す（中里  1983、p.134）。  
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れてきた意識は、分離独立が議論された時期でも存在しており、ヒンドゥー教徒に対する

妬みや対抗意識は大きい。  

 こうした潮流の中で、ベンガル地域の別個の独立した国家の建設が実現しなかった理由

として、当時の東ベンガルの政治家がその力を持ち合わせていなかったことが考えられ

る。その象徴的な例が、1947 年のマウントバッテン総督提案 21である。1947 年 3 月に

インドの新総督として就任したマウントバッテンは、同年 6 月に現地政治家との会談の

内容を踏まえた具体的な提案を行った。5 つの提案のうち、特に東ベンガルの境界線画定

に関するものは 4 つである。提案には、ベンガル地域のヒンドゥー教徒が多数を占める

地域では州の分割を選ぶ自由を与えることや、ベンガルの境界画定のため境界線委員会を

任命すること、さらにベンガル語を話すシレット地区がパキスタンの一部になるかどうか

は住民投票で決定を促すなど、東ベンガルに直接的に関連する内容が複数盛り込まれてい

た（堀口  2009、pp.183-184）。しかし重要なことは、このマウントバッテン総督提案

にいたるまでの過程において、マウントバッテンはベンガル人政治家との会談を行ってい

ない点にある。マウントバッテンは提案のために 7 名の政治家と事前に会談を行ってい

たが、インド分割の中身を決める最も重要な時期に、いずれの政党においても、関係者か

ら重視されるベンガルの指導者は一人もいなかったのである（堀口  2009、p.184）。結

果として東ベンガルの重要な決定は他州の指導者に委ねざるを得ない状況が生まれてしま

い、独立ベンガル国家建設の契機を手放すという、「東ベンガルにとっては悔やんでも悔

やみきれない痛恨事」であった（堀口  2009、p.184）。  

 以上から、東ベンガルではイスラム教徒のヒンドゥー教徒に対する対抗意識とベンガル

国家構想が併存した。そこでは国家建設のおぼろげな意識が生まれていたものの、イスラ

ム教徒がヒンドゥー教徒に対して抱いていた抑圧からの解放を求める論調の高まりと、強

 
2 1  1947 年 3 月にインドの新総督として就任したイギリス人のマウントバッテンが、現地政治家 7

名との会談を踏まえて提案した。内容は以下の通り。（ 1）イスラム教徒が多数を占める別個の

独立国家を作る。ただしその前に、ベンガルとパンジャブのヒンドゥー教徒が多数を占める地

域は、それぞれ州の分割を選ぶ自由がある。（2）北西辺境州がパキスタンの一部になるか否か

は、住民投票で決める。（3）アッサムのベンガル語を話すシレット地区は、パキスタンの一部

になるかどうか住民投票で決める。（4）ベンガルとパンジャブについて、インド、パキスタン

に属すべき地域の境界確定のための境界線委員会を任命する。（5）藩王国は当面変化の予定は

ないが、彼らには二つの国のいずれに加わることを勧める（堀口  2009、pp.183-184）。  
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力なリーダーシップで独立ベンガル国家を実現させる政治的な成熟が間に合わない状況が

重なっていた。結果として、ジンナーをはじめとした西側によるパキスタン構想のリーダ

ーシップに先導されて、1947 年にパキスタンとして独立に向かうことになった。  

 

 

第 2 節 東パキスタン時代  からバングラデシュ独立まで  

 1947 年に印パ分離独立を果たすと、東西の両翼を持ったパキスタンは多民族国家とな

った。国内の 1951 年当時の国内の話者構成は、ベンガル語 55％、パンジャブ語 28%、

シンド語 5%、パシュトゥーン語とウルドゥー語がそれぞれ 3%であった（Slade 1951、

p.68）。  注目すべきは、ベンガル人は東西パキスタン全体を分母とした場合において

も、過半数を占めていたことである 22。しかし、東西の政治的・経済的関係は全く異なっ

た。印パ分離独立から 1971 年まで制度上は一つの国家であったものの、「パキスタンの

国家の発展は、東パキスタンの西パキスタンに対する犠牲においてなされたもの」と言わ

れるほど、東西での格差が存在した（中村  1992、p.189）。西パキスタンは、東パキス

タンに対して常に政治的・経済的な優位性を保っていた。また、イスラムを紐帯に独立を

果たしたにもかかわらず、東パキスタンでは独立当初「ヒンドゥーの教師が大きな影響を

与えており、教室にはジンナーの代わりに、ガンジーやネルーの写真が度々飾られてい

た」という（ Iqbal  2008、p.55）。東西パキスタンが飛び地で存在していたことに加

え、こうした言語、民族の差異が大きく存在していたのだ。さらに経済、政治の中心地が

西パキスタンに置かれたことで、その差がやがて東パキスタン社会の不満を生み出してい

くことになる。その代表的なものの一つが、「言語運動」である。  

 言語運動は「パキスタン建国以来のウルドゥー語単一国語化と 1948 年末から打ち出さ

れたベンガル語のアラビア文字表記化という中央政府の二つの言語政策に対し、東パキス

タンの人々が起こした反対運動」である（白井  1990、p.43）。西パキスタンではウルド

ゥー語が公用語に選ばれたが、東パキスタンではベンガル語が一般的に使用されていた。

そして、西パキスタンは東パキスタンに対して言語の統制を図ったため、ベンガル人によ

 

2 2  1951 年センサスでは、ベンガル地域以外にはベンガル語を話す人はほとんどいないと記録され

ているため、ベンガル語話者人口は概ねベンガル人の民族的構成と重なり合うと判断した。  
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る反対運動が行われたのである。その象徴が 2 月 21 日の「殉難者の日 23」（Shaheed  

Dibosh）である。かつて東パキスタン時代にベンガル語の公用語制定を目指して人々が

共闘した際、西パキスタン軍が群衆に向けて発砲する事件が発生した。それが 1952 年 2

月 21 日であった。その際 4 人が凶弾に倒れ、「殉難者」となった。詳細は後述するが、

ベンガル語という言語を、命と引き換えに守ろうとした殉難者を祀る精神が 2 月 21 日に

凝縮されている。2 月 21 日は現在のバングラデシュにおいても重要な日であり、全国で

言語運動に基づく儀式や文化プログラムが実施される。またそのシンボルである「殉難者

の塔」は、首都ダッカ市を中心に全国の市内や教育機関で散見される。宗教を超えて使用

されているベンガル語を守ろうとする動きであったことから、言語に基づく民族意識が強

調される日でもある。そのため、当時の出来事が現在のベンガル民族主義にどのような影

響を及ぼしているかを考察することは興味深い。まずは言語運動が興隆した背景を整理す

る。  

 独立後、政治的・経済的中心地は西パキスタンに集中していた。言語運動は、こうした

東パキスタンが従属的な立場に置かれている中で発生していった。まず、パキスタン運動

における中心的政党であったムスリム連盟が社会経済政策と呼びうる内容の政策を発表し

たのは、1936 年 6 月の中央選挙対策本部から出された選挙綱領が初めてである。そこに

は「ウルドゥー語・ウルドゥー文字を保護し普及させる」という 1 項目が含まれてお

り、これがパキスタン運動中、連盟によって初めて公にされた言語政策である（白井  

1990、p.50）。1936 年という時代に関しては、分離独立の議論において、宗教による

分離をより根拠づけるものとして、言語の相違を強調したものと考えられる。ウルドゥー

語は、アラビア文字を使用し、イスラムにふさわしい言語だという論調が存在した。実

際、ウルドゥー語がペルシャ語・アラビア語・トルコ語起源の語を多く持つのに対し、ベ

ンガル語にはサンスクリット語起源の語が多い（白井  1990、p.43）。外交の視点では、

インドのヒンドゥー語国語化の動きを意識してウルドゥー語を支持する主張も存在した

（白井  1990、p.51）。  

 その後 1946 年には、パキスタンの即時実現を要求したデリー決議が採択されパキスタ

ン構想が確定化するに至って、言語問題は全インド的視点を離れ、新生国家パキスタンの

国語としてどの言語を選定すべきか、という視点から検討される段階に入った（白井  

 

2 3  2 月 21 日に設定されている殉難者の日は、世界的には「国際母語デー」とされる。 1999 年に

ユネスコが制定したことで、その認知は世界に広がった。  
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1990、p.51）。つまり、これまでヒンドゥー教徒を写し鏡としたパキスタンの在り方を

強調する議論が、一気に国内政治の問題へと転換する。  

 独立直後の 1947 年 9 月には、民主青年連盟（州連盟左派の活動家たち）と文化協会

（文化人・知識人のグループ）によってベンガル語保護を打ち出すための団体が結成され

た（白井  1990、pp.52-53）。しかし、西側は強硬な姿勢で対応した。1949 年に、議会

内の用語としてベンガル語にも英語・ウルドゥー語と同等の地位が与えられるべきである

と主張されたことに対して、パキスタン首相のリヤーカト・カーンは「ムスリムの言語は

ウルドゥー以外にありえない」と反対の意を表明した（白井  1990、p.54）。この発言は

言語的な抑圧を意味するだけでなく、パキスタン国内におけるヒンドゥー教徒の存在を無

視した発言である。1951 年の時点で、まだ東パキスタンのヒンドゥー人口は 20%以上存

在していた（堀口  2009、p.191）。ウルドゥー語を偏重したパキスタン首相の発言は、

言語・宗教による二重の排除を生み出した。一方で、ベンガル語擁護派も黙っていた訳で

はない。ベンガル語の扱いを不服とする東パキスタンの学生たちは、1948 年 2 月 26 日

に授業をボイコットして抗議デモを行った（白井  1990、p.55）。また同年 3 月 7 日に

は、ベンガル語を東パキスタンの公用語にすることを州政府が認めなければ、3 月 11 日

に全州規模のゼネストを決行することが決定された。3 月 11 日のスト当日、ピケをはっ

た学生活動家たちと警察隊の間に衝突が起き、主催者側の発表によれば、負傷者 200

名、逮捕者 900 名を出した。これは「3 月 11 日事件」と呼ばれ、言語問題をめぐる初め

ての大規模な衝突事件であった（白井  1990、pp.55-56）。  

 その後の 3 月 15 日、ナジムッディン 24は全派国語闘争委員会の代表と会い、委員会側

の出した 8 項目要求を受け入れて合意書に署名した。逮捕者の即時釈放、ベンガル語を

パキスタンの国語の一つとし、制憲議会におよび中央政府の行政職試験において、ベンガ

ル語にウルドゥー語と同等の地位を与えること、などが含まれていた（白井  1990、

p.56）。州政府側は運動の高まりに危機感を覚え、一旦の譲歩を行なったと言える。し

かしその 4 日後にジンナーが東パキスタンを訪れ、ダッカ競馬場で 30 万を超える聴衆に

向かってスピーチを行なった。そこでジンナーは、「パキスタンの国語となるのはウルド

 
2 4  当時東パキスタン州首相。彼は 1937～41 年ベンガル州内務大臣、1943～45 年同州首相。ム

スリム連盟の指導にあたりパキスタンの独立を推進した。1947 年東パキスタン州首相、1948

～51 年ジンナーの死後に第 2 代パキスタン総督をつとめ、1951 年アリー・カーンの暗殺後パ

キスタン首相となったが、1953 年ムハンマド総督と対立し解任された。  

https://kotobank.jp/word/%E7%8B%AC%E7%AB%8B-104946
https://kotobank.jp/word/%E3%82%A2%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%83%BB%E3%82%AB%E3%83%BC%E3%83%B3-27980
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ゥー語以外にありえない」と断言し、ウルドゥー語を原点とした国民統合の必要性を説い

た（白井  1990、pp.56-57）。1948 年末には、フォズルル中央政府教育相兼通商相が全

パキスタン教育大会の開会演説において、ベンガル語においてもアラビア文字表記化を実

施するように示唆した（白井  1990、p.60）。ウルドゥー語はアラビア語に基づく文字で

表記される一方、ベンガル語はサンスクリット文字で表記され、字体はヒンドゥー語によ

く似ている。西パキスタンとすれば、東のベンガル人をさらに従属的な立場に置くことが

できる政策であった。これが前述のベンガル語国語化要求と重なり、ベンガル語擁護の運

動はさらに大規模化していく。  

 その後、1950 年に提出された制憲議会の中間報告では「国語はウルドゥー語である」

という条項が明記され、州自治権と密接な関係にあるベンガル語国語化の要求は完全に無

視された（白井  1990、p.63）。こうして 1952 年の 2 月 21 日に向かって運動は激化し

ていく。これまで高まっていた緊張に、最後の引き金を引いたのは中央政府首相となった

元東ベンガル州首相のナジムッディンの演説だった。彼は西パキスタンを偏重する姿勢を

ここでも見せた。1952 年 1 月 17 日、ナジムッディンがダッカを訪れた際、大衆集会で

演説を行なった。そこではジンナーの演説を引用しつつ、ベンガル語国語化要求を地域主

義と規定し、パキスタンの国語はウルドゥー語以外にありえないと断言した（白井  

1990、p.64）。これに対し、ダッカ大学の学生を中心に抗議デモ活動が行われた。続く

1952 年 2 月 4 日には、ストライキはダッカ市内の教育機関にとどまることなく、地方都

市の教育機関においても決行された。ダッカ大学構内で開かれた集会では、州議会開催予

定日の 2 月 21 日を「国語記念日」に定め、当日全州レベルのゼネストを行うことが決定

された（白井  1990、p.65）。現在において、2 月 21 日が殉難者の日と認識されている

ことは、西パキスタン軍の発砲により 4 人のベンガル人が犠牲になったことがその根拠

であるのだが、それ以前からも「国語記念日」として重要な日に設定されていたことは興

味深い。一連の流れと、こうして記念日の制定を行うことからも、大衆を含めた言語運動

への高まりを感じ取ることができる。  

 こうした動きに対し、西パキスタン政府も抑圧的な策を講じた。前日の 2 月 20 日には

ダッカ市に刑法第 144 条を適用した。これは無届けの集会・デモを禁止しゼネストを非

合法化するものであった（白井  1990、p.65）。しかし 21 日、学生集会は前日に発令さ

れた第 144 条による抑圧を振り切り、2 月 4 日に計画されたデモを開始した。ダッカ大

学地区には当局によって予め警官隊・軍隊が配備されており、10 人ずつの小隊に分かれ
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て大学の門を出てくる学生たちを次々に連行するとともに催涙ガスで鎮圧にかかった。数

時間後、投石で応酬しながらメディカル・カレッジ構内へ逃げ込んだ学生たちに対し警官

隊が実弾を発砲した（白井  1990、p.66）。その結果、4 人が犠牲となった。ダッカ大学

内のメディカル・カレッジで被弾したのは、アブドゥス・サラム（Abdus Salam）、ア

ブル・ボルコット（Abul Barkat）、ロフィク・ウッディン・アフムド（Raifque 

Uddin Ahmed）、アブドゥル・ジョッバル（Abdul Jabbar）であった（Husain 

2021、p.168）。翌日、抗議集会が行われた際に警察が再び発砲し、シャフィウル・ラ

フマン（Shafiur Rahman）が凶弾に倒れたことで、計 5 人が銃殺された 25。ナジムッ

ディンの演説以降、1 ヶ月足らずで緊張が一気に高まり、国語記念日として計画された全

州レベルのデモは犠牲者を伴う悲劇的な結末となった。  

 以上が 2 月 21 日の事件の流れである。これに対し、大衆の動きが続いた。翌日 2 月

22 日に行われた追悼集会・デモ行進には 3 万人の市民が参加したと言われ、政府系の

「モーニング＝ニューズ」紙印刷所を焼き打ちするなどして政府当局を非難した（白井  

1990、p.66）。さらに鉄道・バス・リキシャ・放送局・商店等が抗議ストに突入し、ダ

ッカ市内は麻痺状態に陥った。一般市民までが一体となってこの運動に共感していたこと

がわかる。ここでは、西パキスタンという明確な敵に対し、ベンガル語と、そのために亡

くなった犠牲者を通して結束が高まったのだ。そして、この時に凶弾に倒れた人々を祀る

目的で建てられたのが、殉難者の塔 26である。建設は 22 日の夜中から始まった

（Husain 2021、p.168）。建設はダッカ医科大学の学生を中心に行われ、最初の犠牲

者が倒れた場所に建設された（Reza 2013、p.56）。前日に発砲事件で大きな混乱が起

こったにも関わらず、その直後から建設が始まっていることは注目に値する。その後殉難

 

2 5  教科書や典型的な語りでは 5 人の殉難者が頻出するが、実際には 5 人以上が亡くなったとも言  

われている。ただ政府は公式に認めておらず、確実な犠牲者数は未だ明らかになっていない。

bdnews24.com, How many were martyred in  1952  Language  Movement? ,  

(2019/02/20) .  <https : / /bdnews24.com/opin ion/ comment/how -many-were-mar tyred -

in-1952-language -movement>（最終閲覧日  2022 年 12 月 03 日）より。  

2 6  この時作られた殉難者の塔を中心に、現在では全国規模でそのレプリカが存在する。また、日

本国内では東京都の池袋西口公園にもレプリカが建造されている。  
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者の塔は政権によって 2 月 26 日に破壊されてしまうが、全国各地で同様の塔が建設され

た27（Reza 2013）。  

 また 1952 年以降は、毎年 2 月 21 日に犠牲者への追悼に根ざした抗議運動が全国で行

われた。例えば翌年の 1953 年には、ダッカ市をはじめチッタゴン市やボリシャル市、ラ

ジジャヒ市など、各都市で追悼の行進や集会が行われた（Reza 2013、pp.60-61）。

1952 年 2 月 21 日に亡くなった犠牲者の存在を中心に、さらなる結束が生まれていった

のだ。最終的には 1955 年から 56 年にかけて、アワミ連盟と西パキスタンのムスリム連

盟の間で政治的妥協が成立し、ウルドゥー語とならぶベンガル語の公用語化が認められた

（佐藤  2003、p.22）。  

 言語に基づく抑圧政策はこうして行われたのであるが、西パキスタン優位の政策はこれ

だけではなかった。特に憲法制定と経済的集中による不平等は、独立まで存在し続けた

（Iqbal  2008、p.54）。とりわけ経済的不平等は顕著であった。アユーブ・ハーン政権

時代（1958 年〜68 年）における西パキスタンによる東パキスタンの植民地化の実態は

それを顕著に現している。例えば、第 3 次計画の開発投資（1965 年〜68 年）の割合を

東西の両翼間で比較すると、東が 37％に対して西に 63％を配分するという、東パキスタ

ン軽視政策となっている（中村  1992、pp.195-196）。「東パキスタンの年平均収入額

の到達点はほぼ 10 年前の西パキスタンのそれを下廻っているという驚くべき事実」も存

在した（中村  1992、p.196）。こうした不平等に対し 1966 年 2 月、野党のアワミ連盟

の指導者ムジブル・ラーマンは有名な六項目要求計画を発表した（中村  1992、p.189）

（表 1）。  

 六項目要求を見ると、その要点は東パキスタンにおける自治の拡大要求・経済活動の不

平等解消、および軍事的均衡である。「1970 年時点、軍の 85 パーセントは西パキスタ

ンのパンジャーブに集中していた」ことからも妥当な要求である（ Iqbal  2008、

 

2 7  1953 年 2 月 21 日にはダッカ医科大学敷地内やダッカ大学芸術学部敷地内、ダッカ大学ファズ

ルル・ホク広場、ダッカ市のカムルニーサ女子高校などに殉難者の塔が建設された（Reza 

2013）。また、2 月 21 日の犠牲者を追悼する殉難者の塔は、1971 年の独立戦争の際に西パキ

スタン軍が「サーチライト作戦」の一環として破壊しており、現存しているものは 3 度目の建

設がなされたものである。殉難者の塔は現在も存在しており、毎年 2 月 21 日は国家的規模で式

典が開催されている。  
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p.59）。それに対しアユーブ政権は同年 3 月、ムジブル・ラーマンを投獄した（中村  

1992、p.189）。そして 1970 年、新憲法制定に向けての総選挙が実施され、アワミ連

盟は東パキスタンで圧勝し、国民議会の過半数を占めることに成功した（佐藤  2003、

p.22）。これに対し、パキスタン政権は議会開催を引き伸ばした上、1971 年 3 月 25 日

深夜から軍事行動を開始して、東パキスタンの自治要求を軍事力で排除する挙に出た（佐

藤  2003、p.23）。それに対し 1971 年 3 月 26 日に、投獄されたムジブル・ラーマンの

名の下に、チッタゴン配備のジアウル・ラーマン少佐が代わって独立宣言を発した。こう

して、現在のバングラデシュで「解放戦争（または独立戦争）」と呼ばれる内戦がはじま

った。  

 この戦争では「解放戦士」と呼ばれるゲリラが各地で戦った。ゲリラ部隊のムクティ・

バヒニ（解放軍） 2 8は、1971 年 3 月 25 日の結成以降多数の若者が参加し、4 月の終わ

りには 25 万人の規模となった 2 9。戦闘にあたっては、インド軍が武器操作の指導や訓練

を行った。そのため、国境沿いのインド各地にセンターが設けられ、いざとなればインド

領内に逃げ込める国境近くでゲリラ戦を展開した（堀口  2009、pp.232-233）。  

 バングラデシュ独立に直接的に貢献した彼らに対する国民の尊敬の念は、現在において

も一般的に高い。政治的にも一定の優遇が図られており、政府から解放戦士に対して毎月

の手当てが存在している。2021 年には一部の者に対して月 1 万 2 千タカから月 2 万タカ

へと増額が図られている 3 0。また、政府の独立戦争問題省 31による解放戦士の名簿作成は

 
2 8 バングラデシュ独立戦争において、西パキスタンと対峙した東パキスタンの軍事部隊の総称。

正規軍や準軍事部隊のみならず、市民も民兵として戦闘に加わった。 

2 9 The Te legraph Onl ine,  Mukt i Bahin i:  A Force fo r  freedom , (2021/04 /29) .  

<https : / /www.te legraphind ia.c om/op inion/mukti - bahin i-a- force- for-

freedom/c id /1813965>（最終閲覧日  2022 年 11 月 29 日）  

3 0 The Bus iness  Standard,  Govt t o  ra ise a llowance  for  freedom f igh ters  given 

gal lant ry awards ,  ( 2021/11/23 ) .   

<https : / /www.tbsnews .net /bangladesh/govt -ra ise- allowance -freedom-fighters -g iven-

gal lant ry-awards -333247>（最終閲覧日  2022 年 11 月 29 日）  

3 1  独立戦争時の記録や補償に関する業務を行う。  
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2020 年代に入っても続けられている 3 2。独立後 50 年を経ても編纂が続けられる解放戦

士の存在は、独立のために命を賭けた存在として現在も政治的に重視されていることがわ

かる。  

 9 ヶ月にわたる独立戦争は、インド軍が 12 月 3 日にパキスタンとの開戦を宣言したこ

とで第三次印パ戦争となり、1971 年 12 月 16 日に東パキスタンが勝利を納めた。ただ、

勝利の代償は大きかった。約 9 ヶ月間の戦いで犠牲になった東パキスタン側の人数は

300 万人にのぼると言われている（堀口  2009、p.243）。推計では他にも 10 万〜40 万

人の女性に対する強姦、2 万 5 千人〜19 万 5 千人の女性に対する強制的な妊娠などが指

摘されている 3 3。また西パキスタン側は、3 月 26 日の実力行使を開始した際やインドの

介入でパキスタンの敗北が決定的となった後に、ダッカ大学の教師や学生などをはじめと

した知識階級の殺戮を行った。これは、将来にわたって東パキスタンを西パキスタンより

も劣った存在に留めておこうとする意図を露骨に示すものであった（堀口  2009、

pp.230-231）。加えて、農村におけるゲリラ掃討作戦から身を守るため大量の避難民が

インド領内に流れ込み、その数は 1 千万人に達した（堀口  2009、p.233）。このよう

に、直接的、間接的に非常に甚大な被害とその余波が生まれることになった。  

 またその一方で、当時バングラデシュ独立に反対したベンガル人も存在した。その代表

が義勇隊を意味する「ラジャカル（Razakars）」である 34。ラジャカルは西パキスタン

を支援する約 5 万人もの民兵組織であり、親パキスタンを掲げるベンガル人と移住した

 

3 2  Dhaka Tr ibune ,  Comp lete  l is t  of  Freedom Fighters  in l imbo ,  ( 2022/03/26 ) .  

<https : / /www.dhakatr ibune. com/bangladesh/2022 /03/26/ complete - l is t - of - freedom-

fighters - in- l imbo>（最終閲覧日  2022 年 11 月 29 日）  

3 3  The Indian Express ,  Expla ined:  Who  were  the Razakars ,  ac cused of  horr if i c  cr imes  

during  the 1971 Bangladesh  Liberat ion war? ,  (2022/07/31) .   

<https : / / indianexpress .c om/ar tic le /expla ined/ explained - global /razakars -accused-

horrif ic -c r imes -1971 -banglad esh-l iberation-war -8062174/>（最終閲覧日  2022 年 11 月

29 日）  

3 4  ラジャカルはペルシャ語で「義勇隊」を指す。1971 年 5 月に結成され、9 月には国防省の法令  

によりパキスタン軍の一員として認められた（Mamoon  2012）。  
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ビハーリー 35が中心となって組織されていた 3 6。彼らは同じベンガル人市民の虐殺など行

い、西パキスタン軍を支援した。  

 以上のように言語運動と独立戦争では、ベンガル人の解放のために命を捧げた犠牲者の

存在がある。言語運動では、最前線で抗議を行った市民が犠牲となり、独立戦争では、解

放戦士から女性、子どもにいたるまで、あらゆる市民が犠牲となった。こうした独立に関

連する一連の出来事で命を捧げた犠牲者の存在は、独立後のバングラデシュにおいてベン

ガル民族主義を高める上で重要な歴史と化していくことになる。  

 

 

  

 
3 5  1947 年の印パ分離直後、インドのビハール州から難民として東パキスタンに流入してきたイス

ラム教徒を指す。独立戦争時には、西パキスタン出身の軍人はウルドゥー語を理解するビハー

リーをつかって独立運動を弾圧したため、独立後に報復として多数が殺害された（辛島  2012、   

p .652）。  

3 6 The Indian Express ,  Expla ined:  Who were the Razakars ,  ac cused of  horr if i c  

cr imes  during the  1971 Bangladesh L ibera tion  war? ,  (2022/07/31) .   

<https : / / indianexpress .c om/ar tic le /expla ined/ explained - global /razakars -accused-

horrif ic -c r imes -1971 -banglad esh-l iberation-war -8062174/>（最終閲覧日  2022 年 11 月

29 日）  



静岡文化芸術大学大学院 

文化政策研究科 

稲川 望 INAGAWA Nozomi 

 32 

第 4 章 バングラデシュと揺らぐ建国理念  

第 1 節 バングラデシュ建国：独立後の慰霊とナショナリズムの定着  

 建国の父、ムジブル・ラーマンのリーダーシップを中心に出発したバングラデシュは、

ベンガル民族主義を理念に掲げていた。政権は政策によってその強化を図る。  

 まず、西パキスタンとの 9 ヶ月にわたる内戦を経て誕生したバングラデシュは、4 つの

原則を掲げてその第一歩を踏み出した。1972 年 12 月 16 日に施行された憲法第 8 条に

おいて、「ナショナリズム、社会主義、民主主義および政教分離主義」が基本方針となる

ことを定めている（浅野  2017、pp.6 -7）。4 つの原則の最初に書かれるナショナリズム

は、ベンガル人を意味する。それは、「ベンガル人の国家の統合と連帯は、その言語及び

文化によるアイデンティティにもとづき、独立戦争によるバングラデシュの主権と独立が

ベンガル・ナショナリズムの基礎となる」と規定されていることからも明らかである（浅

野  2017、p.7）。つまり、言語、文化、そして西パキスタンから勝ち取った主権こそが

ベンガル人を象徴するものであり、バングラデシュを構成する人々であると宣言されてい

る。  

 さらに、バングラデシュの国歌は「我が黄金のベンガルよ（Shonar Bangla）」とい

う名であり、作者はラビンドラナート・タゴールである。タゴールは詩人であると共に思

想家でもあり、アジア人初のノーベル文学賞を受賞したことで広く知られている。そのタ

ゴールが書いた歌詞は「我が黄金のベンガルよ、私は君を（黄金のベンガルを）愛してい

ます」と始まり、その後もベンガルの自然や雄大さを謳う。そこには宗教を感じさせる表

現はなく、大地や自然、そこに息づく人々を強く表象する内容となっている。そして何よ

り、タゴールはヒンドゥー教徒であることが興味深い点である。ベンガルの大地とそこに

息づく人々を歌うものは、あくまで風土・民族性を強調しており、そこでは宗教は問われ

ていない。ナショナリズムの形成にとって重要な役割を果たす国歌において、ベンガル民

族主義を強調したことからも、当時の国家の理念が伺える。  

 独立後の政治に関して、最初に誕生したアワミ連盟政権は、ムジブル・ラーマンを初代

首相に構えた。ムジブル・ラーマンは建国の父と称され、また「ボンゴボンドゥ」という

愛称で現在も認識されている。現在もバングラデシュにはボンゴボンドゥ記念館があり、

独立時の指導者ムジブル・ラーマンの生涯を記念している（外務省  2019/07/30）。その

「ボンゴボンドゥ」という愛称はベンガル語であり、その訳は「ベンガルの友」である。
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つまり、国家の指導者はベンガルを代表する人物なのであり、ここにもベンガル人を中心

とした国家理念の端緒が見てとれる。  

 以上のように、建国時のバングラデシュでは言語や文化に基づき、独立戦争に勝利した

ベンガル人こそがバングラデシュ人である、という理念が掲げられた。そのため、民族的

に明確な差異を持ち、かつ独立における敵対勢力であった西パキスタンとの闘争の歴史

は、現在においても非常に大きな影響力を持っている。現在のバングラデシュにおいて、

「殉難者の日」、「戦勝記念日」、「独立記念日」という、国家的規模で行われる祝日が

まさにそれである。筆者がバングラデシュに滞在していた際には、戦勝記念日に子供達が

解放戦士を真似た装備を施し、玩具の銃を片手に路上で遊ぶ姿がみられるなど、市民の

人々にも浸透した記憶となっている。さらに国家が発信する式典や資料を見ると、そこに

は解放戦士の犠牲のみならず、民間人、女性や子供も含まれた犠牲が強調されていること

がわかる。  

 まず、言語運動を象徴する 2 月 21 日に視点を向ける。「殉難者の日」と称される 2 月

21 日は、日付が変わる瞬間から式典が始まる。0 時をすぎると、「バングラデシュ大統

領が殉難者の塔に到着し、言語の殉難者たちに敬意を表す。大統領に続いて、首相、閣

僚、ダッカの在外公館職員、政治指導者、さまざまな機関や組織の代表者などが参列」し

て始まる（Rafique 2012）。ここからも政府が公に執り行う国家的行事であることがわ

かる。この行事は一日中、あらゆる年齢層のあらゆる職業の人々が、ベンガル語のために

命を捧げた人々への敬意を表するために殉難者の塔を訪れる（図１）。そして人々は、

「আমার  ভাইয়ে র  র যে  র াঙ া য া  একুযে  ফেব্রু়ে া রর  আরম  র ক  ভু র িযে  প া রর（兄弟の血塗られた 2 月 21 日を一

体忘れることなどできようか）」と歌うのである。この有名な歌のほかにも、多くの詩人

が 2 月 21 日にまつわる詩を書いている。この日を記念して、Bangla Academy では 1

ヶ月間ブックフェアを開催し、文学・文化イベントが開催される（Rafique  2012）。こ

こでは、職業や社会的立場を超えた市民の参加が見られるとともに、歌や文学イベントな

ど、象徴的な存在が記述されている。とりわけ歌には、非常に大きな力がある。「崇高な

犠牲を讃える歌詞」を「人々が一緒に歌うことで情緒的な一体感を覚えるとき、想像の共

同体がこだま」するのだ（林   2022、p.43）。歌詞に着目すると、「兄弟の血」は明ら

かに 1952 年 2 月 21 日に凶弾によって倒れた存在を表している。それこそが 2 月 21 日

の記憶であり、ベンガル語、ひいてはベンガル人のために犠牲となった存在を思い起こさ

せる。また、首都ダッカ市内に最初に建設された殉難者の塔は、全国に設置されている。
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それは教育機関、市や村ごとなど、さまざまな単位で設置されており、各地域でも殉難者

の日の式典やプログラムが毎年開催されている。2 月 21 日は学校機関が休日となり、

人々は首都ダッカ市内の殉難者の塔や、居住地域に存在する殉難者の塔に花をささげるこ

とが一般的である。「全国で同時多発的に盛り上がる国民国家の儀礼は、全国民が犠牲者

としての歴史を共有しているという感覚を作り出す」のであり、「政治宗教としての民族

主義は単なる観念ではなくなり、現実の力を持つ」のである（林  2022、p.43）。特に首

都ダッカ市で行われる式典は盛大に執り行われる。そこには毎年首相をはじめ、政府関係

者、各国大使館など公的な参加から、一般市民の参加まで、幅広い参加者が存在する。首

相は例年、言語運動で命を落とした者への追悼の言葉を残している。  

 また、言語運動で亡くなった人々は、教科書にも記述されている。国家カリキュラム・

教科書委員会（National  Curriculum and Textbook Board）が公開している 9 年生

と 10 年生向けの歴史の教科書では、以下のように記述されている。「ダッカ医科大学の

周辺で抗議する学生たちは、東ベンガル立法議会に向かった。警察は学生たちに向かって

発砲した。アブドゥス・サラム（Abdus Salam）、アブル・ボルコット（Abul 

Barkat）、ロフィク・ウッディン・アフムド（Raifque Uddin Ahmed）、アブドゥ

ル・ジョッバル（Abdul Jabbar）が殉死した。（中略）翌日、残虐な行いに対する抗議

集会が再び行われた。人々は殉難者の追悼行進を行った。警察と軍は群衆を狙い撃ちに

し、再び発砲、また銃剣を使用した。その際にシャフィウル・ラフマン（Shafiur  

Rahman）を含む多くの人が殺害された」（Husain 2021、p.168）。ここではベンガ

ル人の被害性が象徴して記述され、犠牲者としての印象が強調されている。  

 独立戦争に関しても同様の傾向がみられる。2022 年 3 月には、『Recognising the 

1971 Bangladesh Genocide』と題されたレポートをバングラデシュ外務省が発行した

（Ahmed 2022）。このレポートでは、独立戦争に関連した虐殺や暴力の記録が綴られ

ている。例えば独立戦争では 300 万人が犠牲になり、20〜40 万人の女性が強姦の被害に

あったと書かれている（Ahmed 2022、p.4）。このレポートでは、あらゆる被害者の数

が記録されており、多数の集団的な殉教者の存在が強調されている。ここでは、犠牲者の

数字がどこまで信ぴょう性を持つかという事実よりも、政府が現在においても犠牲者を強

調する取り組みを行なっていることが興味深い点である。犠牲者意識ナショナリズムに発

展するためには、「少数の選ばれた殉教者ではなく、多数の集団的な殉教者」の存在が語
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られる（林  2022、p.52）。解放戦士だけでなく、女性を含めた一般市民の犠牲者が言及

されていることに、集団的で国民化された殉難者の姿が想起される。  

 また、独立戦争に関連する式典や建造物も存在する。例えば、国家殉教記念碑はその一

例である。これは、独立戦争で解放のために命を捧げた殉難者たちの勇気と犠牲を象徴し

ている（Amin and Islam 2012）。建設は 3 期にわたって行われ、第 1 期は 1972 年に

開始し、10 年以上にわたって建設が行われた。落成式は 1982 年 12 月 16 日に行われた

が、これはバングラデシュの戦勝記念日と重なる 3 7。この国家殉教記念碑では、毎年 3 月

26 日のバングラデシュ独立記念日に式典が開催される。バングラデシュの首相はもちろ

ん、インドの首相も参加して敬意を払うことが慣習になっている 3 8。12 月 16 日の戦勝記

念日に関しても同様の式典が開催される。2021 年 12 月 16 日には、シェイク・ハシナ 39

首相が 1971 年の独立戦争で命を捧げた人々への敬意を表するメッセージを表明し、国家

殉教記念碑で開催される式典においても、首相による宣誓や討論などがプログラムに組み

込まれている 4 0。  

 以上のように現在のバングラデシュでは、西パキスタンからの独立の歴史を通して犠牲

者の存在が強調され、それぞれの死はバングラデシュの建国に貢献した存在だと語られ

る。とりわけ言語運動と独立戦争はどちらも式典化や資料などを通して、いずれもベンガ

 

3 7  The Da i ly Star,  A monument o f  Bangladesh and the wor ld ,  (2016/12/21 ) .   

<https : / /www.theda ilystar.net /perspective/monument -bangladesh-and -the-world -

1332946>（最終閲覧日  2022 年 11 月 30 日）  

3 8 The Bus iness  Standard,  PM Modi vis its  Banglad esh's  National  Martyrs '  Memoria l,  

lays  wreath ,  (2021/03 /26) .  <https : / /www.business -standard.com/art ic le /cur rent -

affairs /pm-mod i-v is its - bangladesh -s -nat iona l-martyrs -memor ial - lays -wreath-

121032600462_1.h tml>（最終閲覧日  2022 年 12 月 01 日）  

3 9  Sheikh Has ina Wezard。1947 年 9 月 28 日生まれで、ムジブル・ラーマンの長女である。

1975 年のムジブル・ラーマン暗殺事件時はドイツに滞在中だった。その後インドに亡命してい

たが、1981 年にアワミ連盟総裁就任とともに帰国（外務省  2016 /06/08）。ハシナ政権は現在

第 4 期目（2019 年〜2022 年 12 月現在）。  

4 0  New Age,  Victory Day Be ing Ce lebra ted ,  (2021/12/16) .   

<https : / /www.newagebd.net /a rtic le / 157480/v icto ry -day- being-celebrated>（最終閲覧  

日  2022 年 11 月 30 日）  
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ル人の歴史として刻まれる。そこでは、「祖国のために死んだ者を祀り、民族の永続性を

確認」させる（林  2022、p.54）。ベンガル語、そしてバングラデシュを戦いの結果勝ち

取ったという歴史は、同時にその犠牲者の存在によって成し得たという感覚を後世に残し

ているのだ。  

 

 

第 2 節 政治におけるイスラム主義の台頭  

 1971 年の独立戦争で勝利したバングラデシュの次なる課題は、国内政治へと転換し

た。独立後の政治を振り返れば、以下のようになる。まず最初の政権である、ムジブル・

ラーマンをトップとしたアワミ連盟政権は、本章第 1 節で述べたベンガル民族主義の建

国理念を掲げながらも、同時に 1973 年ごろからマドラサ 41への資金配分増加などを例

に、イスラムに配慮する姿勢を見せ始めた（ Islam and Islam 2018、p.9）。  

 ムジブル・ラーマンは 1975 年に暗殺され、その後政権を握ったジアウル・ラーマンの

時代から、本格的なイスラム主義の政治が始まる。代表的なものとして、憲法の前文への

コーラン引用があげられる（Ahamed 1983、p.1114）。この政策の要因として考えら

れるのが、農村における票田確保である。農村における支配構造はイスラム指導者が強

く、変化していないことが指摘されている（アジア経済研究所  1978、pp.530-531）。

また、1979 年 2 月 18 日に国政選挙が行われた際には、ジアウル・ラーマン率いるバン

グラデシュ民族主義党（Bangladesh Nationalist  Party、以下、BNP）が 2/3 の議席

を収めて圧勝したが、最大野党のアワミ連盟の得票率の差は全国平均で 17％、県によっ

ては 3.8%のところもあった（長田  1980、p.546）。党結成後間もないこともあり、

BNP は党組織を確立できず、種々の農民抱きこみ政策をとってきたにもかかわらず、ア

ワミ連盟が与党時代に築いた農村党組織がいまだ強く残っていることを示したのである

（アジア経済研究所  1978、p.546）。つまりジアウル・ラーマン政権では、アワミ連盟

が強く影響力を及ぼしてきた農村地域での支配力を高めるため、イスラム主義によって操

作を図った。  

 
4 1  イスラムの神学校を指す。バングラデシュにおいては、政府による教員への給与支払いなどが

行われるアリア・マドラサと、独自の財源によって運営されるコウミ・マドラサの 2 種類が存

在する。  
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 そして 1981 年にジアウル・ラーマンも暗殺され、政治が建て直される中でトップへと

躍り出たのは、エルシャド 42であった。エルシャドは軍政体制を敷き、さらに政治のイス

ラム化を推し進めた。例えば、1983 年には国際イスラム会議でイスラムの精神を第一に

憲法に謳うと言明している（桐生  1984、p.429）。またエルシャド政権期は、軍政に反

対する野党との駆け引きも大きな課題であった。そのためエルシャドは人民党を結成し、

エルシャド自身がその与党となるべき政党を作った（桐生  1984、p.424）。さらに

1980 年代中盤には、エルシャドが自身の政権基盤を正当化するために民政移管計画を打

ち出す。エルシャドは自身の大統領就任を目論んでいた。それに野党勢力が反発した。こ

のエルシャドの民政移管計画に反対した流れの中で、イスラム協会がアワミ連盟、BNP

両野党連合と共に政治の表舞台に登場した（村山  1985、p.446）。イスラム協会の党員

は、独立戦争においてパキスタン軍と共に虐殺やテロ活動を行った者が多く所属してい

た。そのため、独立後の 1972 年には政党活動が非合法化された（堀口  2009、

p.343）。その後、党員は外国への逃亡や地下潜伏をはかり、国内政治から退いていた。

しかし、1975 年にムジブル・ラーマンが暗殺されたことで状況が一変する。先述の通

り、その後本格的に進められたイスラム主義の政治の中で、翌年 1976 年にイスラム協会

の活動は合法化されることになった（Datta 2003、p.44）。そして、アワミ連盟や

BNP を中心に野党がエルシャド政権打倒で結束する中でイスラム協会の台頭が許され、

再び政治の表舞台に登場したのである。この野党勢力の強まりに対し、エルシャドは国会

を解散した。その後、3 月 3 日に実施された国会選挙は、アワミ連盟、BNP、イスラム

協会等主要政党がボイコットしたため、人民党の圧勝となる（望月  1989、p.515）。こ

こでエルシャドは、野党の分断を図る。そのために打ち出された策が、イスラムの国教化

である。これが見事に作用した。国教化に対し主要野党が反発したが、アワミ連盟は少数

派抑圧につながるとし、BNP はすでに大多数がイスラム教徒であるバングラデシュでイ

スラムを国教と規定しても意味をなさないと主張した。イスラム協会は、政府は政治的に

イスラムを利用しているだけであり、社会全体でイスラムの理念が確立されなければ片手

 
4 2  Hussain Muhammad Ershad。陸軍参謀長を務めており、独立戦争後に西パキスタンから帰

国した正規軍グループのリーダーであった。1982 年に食糧不足が発生した際、コメ倉庫が住人

に奪われたり、役人の横流しなどが横行し、状況が悪化していた。そこでエルシャドは全国に

戒厳令を布告し、憲法停止、国会解散を決定した。その後エルシャドは内閣に変わって軍政の

体制を構築した（堀口  2009、pp.302-304）。  
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落ちであると反対した（望月  1989、p.516）。これまで度々表面化していた諸野党の亀

裂は、この後さらに深まっていった（望月  1989、p.516）。つまり、エルシャド政権期

では農村の支持を得ることだけでなく、野党の分断と自身の政権基盤の確立のための手段

としても利用されたのである。  

 ムジブル・ラーマン政権からエルシャド政権までを総ずると、軍の介入や不満を管理し

ながら距離感を保つこと、農村の支持を得ること、軍事独裁とも取れる立場をいかに国民

に支持された政府の立場にかえて行くか、野党の分断を起こすことなど、様々な内政上の

課題と狙いが存在した。それらを解決するひとつの手段として、イスラムが政治の場で都

合よく利用された面が強かったと考えられる。  

 そしてもう一点注目しなければならないのは、隣国であり最大の関心事であったインド

の存在である。インドは地理的にバングラデシュを囲むように連なっている上、経済的・

政治的にも非常に大きな存在である。前述の国家四原則はイスラム国家的立場の放棄と共

に、インドの政治的影響力からしてインド流の社会主義、民主主義を踏襲したとも言われ

ている（アジア経済研究所  1973、p.609）。圧倒的な人口や経済、軍事力の差によるイ

ンドへの配慮は、バングラデシュの基本的立場と言える。  

 また、独立後にとりわけインドとの間で議論が長く続けられてきたものが、ガンジス河

の水配分問題である。バングラデシュは乾期にはほとんど降雨がなく、乾期の水不足は洪

水にも勝るとも劣らない大問題である（中尾  1998、pp.12-13）。また 1980 年代は、バ

ングラデシュ南東部のチッタゴン丘陵地帯で続くバングラデシュ政府と少数民族勢力の紛

争の結果として難民がインドに逃れたことも、政治的な争点になった。バングラデシュ側

の政権はもちろんのこと、インド側の政権の交代によっても議論は暫時的に移り変わる形

で、時には問題が再燃するなど、課題として残り続けた。その結果、インドは外交上もっ

とも重要な存在である一方、その関係性の不安定さから、中東諸国との関係を結んで安全

保障を図ろうとした。そのツールがイスラムである。1976 年には、ジアウル・ラーマン

が回教国外相会談 43および非同盟諸国首脳会議 44に出席したことでアラブ・中東諸国との

関係が密接となった（アジア経済研究所  1977、pp.515-518）。当時、インドとの関係

は水配分問題と国境紛争をめぐって急激に悪化していた（アジア経済研究所  1977、

pp.509-510）。つまり、外交上の一つの戦略としても、イスラムが機能したのである。

 

4 3  1976 年 5 月、イスタンブールにて開催。  

4 4  1976 年 8 月、コロンボにて開催。  



静岡文化芸術大学大学院 

文化政策研究科 

稲川 望 INAGAWA Nozomi 

 39 

またその動機として、インドがヒンドゥー教を象徴した存在であることが大きな影響を与

えている。  

 ただ、イスラムは決して政治のツールとしてのみ存在していたわけではない。実際、バ

ングラデシュはイスラム教徒が大多数の国であることは事実である。イスラムはあくまで

政治ツールでしかないと単純に割り切ることはできない。そこで注目したいのが、一般大

衆にとってのイスラムである。人々にとってのイスラムは実践に基づき、都市部でも礼拝

所に足を運ぶ人は多い。また断食月には、政府機関や一部企業のオフィスは営業時間を短

縮して営業する。人々にとってのイスラムは生活に影響を与えている。普段は穏健な影響

をもっているイスラムだが、バングラデシュでは時に暴発するような動きを見せ、人々を

動員することがある。インドとバングラデシュで飛び火のように発生する宗教暴動が象徴

的である。多くのパターンはインド・バングラデシュのどちらかで宗教に基づく騒動や暴

動が発生すると、国境を超えた片方で報復が発生し、裏返しのような形で暴力に発展する

ものである。例えば代表的なものとして、1992 年のアヨーディヤーのイスラム礼拝所破

壊事件 45が挙げられる。この事件は、インドでインド人民党 46と世界ヒンドゥー協会 47の

スピーチを聞いた 15 万人のうち、数千人のヒンドゥー教徒の群衆がバーブリー・モスク

を破壊したことがきっかけとなった 4 8。その後バングラデシュでも事件に呼応する形で、

 
4 5  インド北部、ウッタル・プラデーシュ州における事件。 1992 年 12 月 6 日に数千人のヒンドゥ

ー至上主義者たちがイスラム礼拝所を襲撃し、これを破壊した。当地にはムガル帝国初代皇帝

の武将が建造した礼拝所が建造されていることに対し、ヒンドゥー教徒にとってはラーマ（古

代大叙事詩における主人公）の誕生地として、最も神聖な聖地の一つであった（辛島  2012、

p.34）。そのため 1850 年代頃から両宗教の間で論争が巻き起こり、破壊行為などが度々発生

していた。  

4 6  Bharat iya Janata Party。インド最大の全国政党の一つで、宗教・文化的ナショナリスト政

党に位置付けられる。ヒンドゥー民族の一致団結・権利強化を通じてのみインド国民国家は強

く偉大になりうるとするのがインド人民党の主張である（辛島  2012、pp.74- 75）。  

4 7  Vishva Hindu Parishad。インドのヒンドゥー教聖職者の組織。ヒンドゥー教的倫理・価値

の普及と現代インド社会への適用、在外ヒンドゥーの組織化などを目的とする（辛島  2012、

pp.74-75）。  

4 8 The Wire ,  Babri Masj id :  The T imel ine  of  a  Demolit ion ,  (2021/12 /06) .   

<https : / / thewire. in /communal ism/babr i -masj id - the-t ime l ine-of -a-demo l it ion>（最終

閲覧日  2022 年 11 月 29 日）  
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今度はイスラム教徒が各地でヒンドゥー寺院を破壊した（村山  1993、p.445）。一気に

燃え上がるような暴動は一時的なことがほとんどだが、国内のヒンドゥー教徒は暴力を恐

れてインドに逃れており、国内のヒンドゥー教徒人口は減り続けている。外川の推計によ

れば、1964 年から 1991 年の間だけでも 530 万人のヒンドゥー教徒が失われたとされる

（外川  2004、p.22）。  

 つまり、バングラデシュ建国時にはベンガル民族主義を理念に掲げていたが、政党同士

の競争によってイスラム主義が政治の場に象徴的に入り込み揺れ動くこととなった。た

だ、イスラムとベンガル民族主義は対立していた訳ではない。バングラデシュ人はベンガ

ル人であるとともに、イスラム教徒が多くを占めているからである。確かに人々にとって

はイスラムを紐帯とする仲間意識も存在しており、明確な敵の存在によってそれが強く表

象される。この敵の存在が地理的・歴史的にもヒンドゥー教になることが多く、ヒンドゥ

ー教の象徴としてのインド、およびバングラデシュ国内のヒンドゥー教徒の存在に対し

て、イスラムとしてのアイデンティティが先鋭化されることが起きてきた。政治家や政党

にとっては、大衆に存在するイスラム意識をうまく活用することで、政治を優位に展開す

る都合の良いツールになりやすかった面は否めない。また視点を変えれば、インドの西ベ

ンガル州にもベンガル人は居住しており、彼らとは異なる「バングラデシュ人らしさ」も

必要になる。その際、イスラムを強調することで簡単にインドのベンガル人との差異を指

し示すことが可能になる。そのため、イスラムがより政治的に利用されやすい側面を持っ

ていたとも考えられる。  

 こうして、政治的な目的を達成する手段として扱いやすいイスラム主義が、徐々に政治

の表舞台に立ち現れることになった。よって、当初のベンガル民族主義に基づく理念が見

失われたように見えるのである。  

 

  



静岡文化芸術大学大学院 

文化政策研究科 

稲川 望 INAGAWA Nozomi 

 41 

第 5 章 シャハバグ運動におけるベンガル民族主義への回帰  

第 1 節 戦争犯罪裁判の実施  

 2008 年、当時最大野党であったアワミ連盟は選挙公約に「戦争犯罪者の訴追」を取り

入れる。アワミ連盟の公約は大きく 5 つで、経済政策や汚職対策などと並べられてガバ

ナンス改善の行動指針が挙げられた。その中の一つが戦争犯罪者の訴追であった（豊田  

2009、p.439）。5 項目の中にはテロリストの取り締まりなど、喫緊の課題も並んでい

た。ここから、戦争犯罪裁判（以下、戦犯裁判）の気運が一挙に高まっていくことになっ

た。当時、大規模同時爆弾テロなどで対応に追われた与党 BNP 政権は、イスラム系過激

グループであるジャマートゥル・ムジャヒディン・バングラデシュ 49のリーダーをはじ

め、指導者グループ 7 人をすべて逮捕した。一方で、アワミ連盟を含む野党勢力は「ト

カゲのしっぽ切り」と批判した。それはテロの責任をこれら過激派に押し付け、そのテロ

活動に資金や隠れ家などを提供したイスラム協会や BNP の関与を不問に付すものと見て

いるからである（長田  2007、p.457）。  こうした社会状況も、アワミ連盟が戦犯裁判を

公約に加える根拠の一つになったと考えられる。  

 そもそも、独立後 40 年近くもの間、なぜ戦争犯罪は不問に付されてきたのだろうか。

戦犯裁判を実施にまでこぎつけたアワミ連盟は、独立時から一貫して戦争犯罪者の訴追を

望んでいた。しかし前述の通り、ムジブル・ラーマン暗殺以降のジアウル・ラーマン政権

およびエルシャド政権期にイスラムを偏重する政治が高まった。また、エルシャド政権退

陣を求める中で、イスラム協会が政治の表舞台に駆け上がり、BNP との閣外協力を行う

までになった。こうした状況を踏まえれば、アワミ連盟としてはタイミングを伺っていた

のだろう。ちなみにアワミ連盟が前回政権を握っていた 1996 年選挙の際は、アワミ連盟

146 議席に対し BNP116 議席であった上、アワミ連盟の基盤が安定していなかったこと

が、実施されなかった一つの理由として考えられる。いずれにせよ、戦後 40 年を迎える

 

4 9  Jamaat -ul- Mujah idin- Bangladesh（JMB）は、1998 年、バングラデシュをイスラム法に

基づく国家にすることを目的として設立されたイスラム過激組織である。2005 年 8 月、首都ダ

ッカを含む 63 県で発生した同時多発爆弾テロ事件（2 人が死亡、約 200 人が負傷）等を実行し

たとされる。また、2016 年 7 月に首都ダッカで発生したレストラン襲撃事件（邦人 7 人を含む

20 人以上が死亡）において「イラク・レバントのイスラム国（ ISIL）」の名で犯行声明が発出

されたが、バングラデシュ当局は、同事件に関与したとして JMB メンバーを逮捕、起訴し、

2017 年 1 月には実行犯の 1 人を殺害した（公安調査庁ウェブサイトより）。  
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中での戦犯裁判の実施は、あくまで政治的な文脈の中で行われていたと考えられ、市民に

とって大きな関心事とはなりえていなかったとも言える。実際、後述するシャハバグ運動

が発生するわずか 3 年前の段階では、「国内で戦争犯罪裁判を評価する声はあまり聞か

れない」状態だったという（長田  2011、p.427）。  

 アワミ連盟はその後、2008 年 12 月の総選挙で与党に返り咲いた（表 2）。そして

2010 年 3 月 25 日には、1973 年に制定された「国際犯罪（法廷）法」に基づいて法廷

を設置した（佐藤  2013、p.444）。この国際犯罪法廷により、イスラム協会の関係者が

多数逮捕され、2012 年ごろから本格的な裁判に移行した（佐藤  2013、pp.444-445）。

2012 年時点で公表された戦犯裁判の主な被告人と罪状、および判決は以下の通りである

（表 3）。  

 2012 年時点で公表された戦犯裁判の 9 人の被告人の逮捕時の活動に着目すると、その

多くはイスラム協会の中核的人物であることがわかる。また被告人のうち 2 名は BNP の

党員である。以上から、被告人には２つの特質が存在している。まず一つ目に、イスラム

である。イスラム協会は、社会全体でのイスラムの浸透を主張している。イスラム協会と

その学生組織であるイスラーミー・チャットラ・シビル（Bangladesh Islami 

Chhatrasibir、以下、シビル）は、戦犯裁判実施に対する抗議活動の際、シャハバグ運

動を支持する者を「反イスラム勢力」と呼び、論理をすりかえて抗議した（村山  2014、

p.487）。  

 そして次に、BNP とイスラム協会という、野党勢力における重要な役割を果たしてき

た組織の党員に集中していることである。BNP は、与党アワミ連盟が野党指導者のみを

狙い撃ちしているとして、弱体化を狙った政策と批判した（村山  2014、p.485）。その

ため、政治と宗教という文脈が絡み合い、対立の構図が複雑に見えた。  

 以上から、戦犯裁判はバングラデシュの歴史の清算であり、ベンガル人の正義を求める

側面を持ちながらも、同時に政治的な動機が大きく入り混じるものであった。特に与党ア

ワミ連盟による、BNP やイスラム協会を中心とした野党勢力の弱体化を図る政党運動の

一つとして位置付けられる。  

 

 

第 2 節 シャハバグ運動とベンガル民族主義への回帰  
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 2008 年に公約に加えられ、2010 年から徐々に実施されてきた戦犯裁判は、アワミ連

盟政権の政策として行われてきた。しかし、2013 年をきっかけに、市民の大きな関心を

集める事になる。2013 年 2 月 5 日、イスラム協会の書記長上級補佐の 1 人であるアブド

ゥル・カデル・モッラー（Abdul Quader  Mollah、以下、モッラー）の判決に対する抗

議デモが一挙に大衆に広がったのである。  

 モッラーは、1948 年生まれの男性で、独立戦争時には西パキスタンの協力者であっ

た。当時ダッカ大学シャヒドゥッラー寮の指導者であり、戦犯裁判ではダッカ市内各地で

のパキスタン軍による大量虐殺の幇助を含む 6 つの容疑で起訴された（佐藤  2013、

p.445）。6 つの容疑の中にはダッカ市内のミルプール地区における 344 人の市民虐殺の

疑いも含まれていた（村山  2014、p.485）。彼の刑罰に関して、市民は死刑を想像して

いた。しかし読み上げられた判決はモッラーの無期懲役であった。裁判官たちが 35 ペー

ジの要約を 1 時間半かけて読み上げた後、モッラーは立ち上がり「アラー・アクバル

（アラーは偉大なり）」と答えた 5 0。その後、法廷を立ち去るモッラーが V サインをみ

せた経過がマスコミで報道され、シャハバグ運動の引き金をひくこととなった 5 1（図

2）。  

 憤りを感じた市民は、モッラーの判決のわずか数時間後からシャハバグの交差点に集ま

り始めた。この日から、モッラーの死刑要求、さらにモッラーをはじめとした戦争犯罪者

への処刑を求める抗議運動がシャハバグ交差点を中心に開始された。これがシャハバグ運

動の起点となった。つまりシャハバグ運動は、2012 年頃から本格化した戦犯裁判の実施

がなされる中で発生した、市民によるモッラーへの極刑と全ての戦争犯罪者の処刑を求め

る抗議運動を意味する。シャハバグ運動の発生とその後の展開をまとめると、以下のよう

になる。  

 

5 0 bdnews24.com,  Mol la sentenced t o  l i fe  in ja il ,  ( 2013/02 /05) .  

<https : / /bdnews24.com/bangladesh/mo lla -sentenced -to- l i fe - in- ja il>（最終閲覧日  2022

年 11 月 29 日）  

5 1 Dhaka Tr ibune ,  Quader Mo llah:  The  'Butcher  of  Mirpur ' ,  ( 2013/09/17 ) .  

<https : / /archive.dhakatr ibune.com/uncategorized /2013/09/17/quader - mol la-the-

butcher- of -mirpur>（最終閲覧日  2022 年 11 月 29 日）  
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 まずシャハバグ運動は、アワミ連盟が BNP やイスラム協会を中心とした野党弱体化を

目指す政党運動の一つとして実施された戦犯裁判に端を発する。そして、先述の通り 2

月 5 日のモッラーの無期懲役判決とモッラーの態度に憤った人々がシャハバグ交差点に

集結して、抗議運動を開始したことがその始まりとなった。集会は日を追うごとに大規模

化し、2 月 7 日の金曜日 52には、10 万〜50 万人の市民がシャハバグ交差点に集った（村

山  2014、p.486）。運動は特にモッラーの無期懲役判決からのわずか 10 日間程度の間

に一挙に大規模化し、全国的な展開を伴った。しかし 2 月 16 日にデモに参加していたブ

ロガーのラジブ・ハイデル（Rajib  Haider）が自宅前で何者かに殺害される事件が発生

する 5 3。それにより、デモに参加すれば明日はその災いが我が身に降りかかることを恐

れ、離脱する者も一部で現れはじめた。しかし、大衆による大規模なデモは依然続いた。

しかし 3 月に入ると、シャハバグ運動は各政党の学生連盟の登場などで再び政治色が濃

くなっていく。3 月 6 日には BNP がイスラム協会との共闘関係を確認し、BNP、イスラ

ム協会以下 18 政党連合が政権打倒を目的に結束したことで、再び従来の政党運動へと戻

る流れが生まれた（村山  2014、p.488）。このように運動の抑止となるいくつかの出来

事によって、シャハバグ運動はやがて当初の激しさを失っていくものの、その後も市民に

よる運動が終息したわけではなかった。その後は、政党運動の一部として各政党の学生組

織が運動を行う側面と、シャハバグ運動の最初期に爆発的に発展した市民による運動が継

続される側面が混ざり合う状況となった。3 月以降も市民による政府への提言や運動が続

けられた結果、約 7 か月の時を経てモッラーの判決は死刑へと一転することになった。

モッラーは 2013 年 9 月 17 日に死刑判決、続けて同年 12 月 12 日には死刑が執行された

5 4。無罪判決から死刑の執行まで約 1 年を経て、市民が求めた正義が実現されたのであ

る。  

 
5 2  バングラデシュでは金曜日と土曜日が休日であり、動員がされやすかったと考えられる。  

5 3 Reuters ,  Bangladesh  sentences  two  to  dea th fo r  blogger  k il l ing ,  ( 2015/12/31) .  

<https : / / jp .reu ters .com/art ic le /cnews -us-banglad esh-blogger-sentence-

idCAKBN0UE0L920151231>（最終閲覧日  2022 年 11 月 29 日）  

5 4 Deutsche  We lle ,  Spira l o f  v io lence ,  (2013/12/13) .  <https : / /www.dw.com/en /mol lah -

execut ion -cou ld -prompt-sp iral -of - vio lence/a -17295315>（最終閲覧日  2022 年 11 月 29

日）  
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 シャハバグ運動に関しては、明確な起点は存在したものの、一方で明確な終了時点が存

在しない。そのため本研究では、2013 年 2 月 5 日から、同年 12 月 12 日にモッラーの

死刑が執行された時点までをシャハバグ運動の期間とみなし、考察の対象とする。発端と

なった 2 月 5 日の集会は、モッラーの無期懲役に対する抗議運動であり、死刑の要求が

シャハバグ運動の大きな発生理由であることから、その実現までを対象に収めるべき期間

とした。  

 加えて、シャハバグ運動の具体的な分析に向かう前に、これを短期間のうちに全国規模

の運動へと発展させた、ある組織の存在について確認したい。シャハバグ運動を直接的に

引き起こしたきっかけは、前述の通りモッラーの無期懲役判決であったが、同時に人々が

無期懲役判決に対して抱いた憤りの受け皿を提供し、人々をシャハバグ交差点へと動員し

た組織が活躍していたのである。その中心的存在が、ブロガー・活動家ネットワーク

（Blogger and Online Activist  Network）である。日本においては、ブロガーが政治

的影響力を持つ例はあまり見られないが、バングラデシュにおいては近年、注目されてい

る存在である。その影響力の裏返しとして、近年ブロガーがイスラム過激勢力に殺害され

るケースが相次いでいる。今回のシャハバグ運動においても、前述の通りブロガーが殺害

されている。  

 ブロガーが集ったブロガー・活動家ネットワークは、モッラーの刑が公表された当日に

Facebook のイベントページ 55を作成し、人々にシャハバグ交差点に集まるよう呼びかけ

た。またブロガー・活動家ネットワークは、2 月 10 日に全戦犯の死刑と法改正を含む 6

項目要求を国会議長に提出し、同法の改正案は 2 月 17 日に国会で可決された（村山  

2014、p.487）。2 月 5 日にはじまった運動には、その他の学生団体や文化団体もそれ

ぞれの意見を表明した。結果的に 10 万人以上を招待の上で、1 万人以上がこれに応じて

参加したという（Asia Society ウェブサイトより）。  

 以上を見る限りにおいても、SNS の力を駆使したブロガー・活動家ネットワークは、

人々を動員するだけでなく、その民意を国内政治に反映させる一定の政治力も兼ね備えて

いたと考えられる。ブロガー・活動家ネットワークは官僚的な組織像を持っていたわけで

 
5 5  ブロガー・活動家ネットワークが 2 月 5 日に立ち上げたイベントページは以下の通り。

<https : / /www.facebook.com/events /500274583347447/?acontext=%7B%22event_act io

n_history%22%3A[%7B%22surface%22%3A%22page%22%7D]%7D>（最終閲覧日  12 月

07 日）  
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はなく、若いブログ執筆者や写真家など、意志を持った個人が集まって結成された団体で

ある。また、ブロガー・活動家ネットワークは以前から活発な政治活動をしていたという

ことはなく、緩いネットワークであったものが、運動の拡大によって実体を持つようにな

ったという組織である（村山  2014、p.486）。組織のリーダーはイムラン・ソルカルが

務め、政府への提言やメディアへの応対は彼が代表して行っていた。このブロガー・活動

家ネットワークを中心とした市民の動員と政府への提言がきっかけとなり、運動は拡大し

ていった。モッラーの死刑が実現するまでの間、ブロガー・活動家ネットワークはデモや

政府への提言など、積極的な活動を見せた。  

 では、ブロガー・活動家ネットワークが人々を先導・動員したシャハバグ運動におい

て、ベンガル民族主義はいかなる形で回帰したであろうか。その様子を確認する上で、本

研究では特に 2 つの点に着目する。第 1 の点としては、独立戦争を中心とした過去の歴

史と、現在に生きるベンガル人の間に時間的連続性が生み出されることである。過去の歴

史と現在に生きるベンガル人の間に存在する時間を超えて、民族の名の下に永続性を得る

様子を確認する。続けて第 2 の点としては、過去のベンガル人犠牲者の存在が強調され

ることで、ベンガル民族主義の回帰を助けている点である。これらを考察する具体的な事

例として、デモにおける特徴的な手法とデモの影響、そしてシャハバグ運動時に象徴化さ

れたベンガル人女性という 2 つを取り上げる。特に後者に関して、その象徴化された意

図や効果を検証するためには、デモの内容を表層的に追うだけでは考察が不十分であると

考えられたため、Facebook 上で語られる言説を分析対象に加えた。これにより、デモを

先導したブロガー・活動家ネットワークが彼女の何を象徴化していたかを考察することが

できると判断したためである。  

 そこでまず本節では、一つ目の事例であるデモの特徴的な手法を確認する上で、とりわ

け 2013 年 2 月 5 日から 3 月 6 日までの勃興期に行われたデモの内容や手法に焦点をあ

てたい。この時期は、市民による自発的な運動が発生した時期であるため、彼らの反応や

取り組みからベンガル民族主義の現れ方を考察できることがその理由である。またこの期

間に行われたデモは、過去と比較して新しい方法が取られ、かつ全国的な人々の連帯が見

られるためである。詳細は後述するが、新しいデモの方法として、 2 月 12 日にシャハバ

グ交差点を中心に、全国各地で人々が 3 分間の黙祷を捧げるという形で抗議を行ったも

のがある。また、2 月 21 日の殉難者の日にもみられるキャンドルを一斉に灯すデモは、

首都ダッカ市だけでなく、チッタゴン市、ボリシャル市、クルナ市、ボグラ市、ラジジャ
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ヒ市、シレット市などの主要都市で行われた 5 6。ダッカ市内のシャハバグ交差点で始まっ

たデモは、瞬く間に全国規模へと展開したのである。  

 最初は、デモの際に掲げられたスローガンである。シャハバグ運動では、「 Joy 

Bangla」という言葉がスローガンとして掲げられた。ベンガル語で「ベンガルに勝利

を」という意味になる。シャハバグ交差点では「『Joy（勝利を）』という言葉はゴムの

ように伸び、『Bangla（ベンガル）』という言葉は海辺に打ち寄せる波のよう」に聞こ

えたという 5 7。実はこの「ベンガルに勝利を」という合言葉は以前から存在していた。そ

れは、とりわけ 1971 年の独立戦争時に特に使われた言葉である。この言葉が使用されて

きた歴史を振り返ると、1922 年に詩人のノズルル・イスラムが作った詩の作品において

綴られたことに端を発する 5 8。この作品内においては、イギリス植民地からの解放を意図

して使用された。その後の象徴的なものとしては、1971 年 3 月 7 日に行われたムジブ

ル・ラーマンのスピーチにおいて再び使用されたことが挙げられる 59。そこでは西パキス

 

5 6  The Da i ly Star,  Candle- li t  Country ,  (2013/02 /15) .   

<https : / /www.theda ilystar.net /news -deta il -269172>（最終閲覧日  2022 年 11 月 29 日）  

5 7 NDTV,  Shahbag Square,  the heart  and sou l of  a  students '  movement ,  (2013/03 /05) .   

<https : / /www.ndtv .com/world - news/shahbag -square-the-heart - and-sou l-of - a-

students -movement-515170>（最終閲覧日  2022 年 11 月 29 日）  

5 8 The T imes of  India,  Joy Bangla:  A brief  h istory ,  (2021/06 /06 ) .  

<https : / / t imesof india. ind iat imes .com/b logs / in - the -eye-o f -the -storm/joy-bangla-a -

brief - histo ry/>（最終閲覧日  2022 年 11 月 29 日）  

5 9  バングラデシュの独立にとって非常に大きな影響を与えたスピーチと言われており、 2017 年に

はユネスコの Memory of  the Wor ld  Program（歴史的な文書、絵画、音楽、映画などの世界

の資料遺産を歩人し、保護・促進するプログラム）によって認められた。  

The Independent,  The  speech that made a nation ,  (2020 /03/08) .  

<https : / /www.the independentbd.com/post /240024>（最終閲覧日  2022 年 11 月 29 日）

より。  



静岡文化芸術大学大学院 

文化政策研究科 

稲川 望 INAGAWA Nozomi 

 48 

タンの抑圧からの解放を求める人々の感情を鼓舞する用語と併せて使用された 6 0。そし

て、1971 年の独立戦争ではムクティ・バヒニを中心に、独立への合言葉として使用され

た。解放戦士たちが繰り返し合言葉として掲げたことに加え、「ベンガルに勝利を」の言

葉を誌名として銘打った週刊誌が戦場で出版されていた 6 1。シャハバグ運動において市民

はこの言葉をスローガンに掲げたことから、かつて 1971 年の独立戦争を意識しているこ

とがわかる。ここでは、西パキスタンと対峙していた時期のベンガル人とシャハバグ運動

に集ったベンガル人の存在が重なるような状態が生まれている。つまり、西パキスタンと

いうかつての宿敵が戦争犯罪者を通して意識され、東パキスタン時代の対立構造を疑似的

に浮かび上がらせているのだ。ただ一方で、近年では「ベンガルに勝利を」という言葉は

政治的な意味を含んでいることも事実である。ベンガル民族主義を謳うアワミ連盟は、政

党のスローガン 6 2として「ベンガルに勝利を」を掲げている 63。そのため、現在において

は政治的な意味も含む言葉ではあるが、シャハバグ運動においては、勃興期は政党の介入

なく行われたことからも、意味合いとしてはやはり東パキスタン時代の独立戦争とベンガ

ル民族主義を意識したものと考えられる。  

 次にデモの内容に着目した際にも、ベンガル民族主義による連帯が垣間見える。シャハ

バグ運動は市民による行進やキャンドルによる抗議に加え、3 分間黙祷が行われた。

2013 年 2 月 12 日午後 4 時、シャハバグ交差点を中心に市民が黙祷を行った。その間、

 

6 0  The T imes o f  India ,  Joy Bangla:  A  brief  h istory ,  (2021/06 /06) .  

<https : / / t imesof india. ind iat imes .com/b logs / in - the -eye-o f -the -storm/joy-bangla-a -

brief - histo ry/>（最終閲覧日  2022 年 11 月 29 日）  

6 1  Dai ly S un,  Joy Bangla:  A Slogan and Source of  I nspirat ion ,  ( 2022/03/16) .  

<https : / /www.dai lysun.com/pos t /610628/Joy -Bangla: -A-S logan-and-Source -of -

Inspiration>（最終閲覧日  2022 年 11 月 29 日）  

6 2  アワミ連盟に対する最大野党の BNP は「Banglades h Jindabad」をスローガンに掲げる。  

J indabad は「万歳」を意味する。  

6 3  2020 年には、高等裁判所にて「ベンガルに勝利を」という言葉が国家のスローガンであると宣

言された。  

Prothom Alo ,  ' Joy Bangla '  to  be national  s logan:  HC , (2020/03 /10) .  

<https : / /en.prothomalo .com/bangladesh/ joy -bangla-to-be -nat iona l-s logan -hc>（最終

閲覧日  2022 年 11 月 29 日）より。  



静岡文化芸術大学大学院 

文化政策研究科 

稲川 望 INAGAWA Nozomi 

 49 

車やバスの往来も止まった 6 4。きっかけは、ブロガー・活動家ネットワークのリーダーで

あるイムラン・ソルカルが前日にプログラムを発表したことに始まる 6 5。彼は、3 分間の

黙祷を捧げる形で全国の人々への連帯を呼びかけた 6 6。その結果、この 3 分間黙祷はダッ

カ市のみでなく、チッタゴン市やラジジャヒ市などの主要都市においても行われ、全ての

戦争犯罪者の処刑を要求した 6 7。また、大臣や議員、アワミ連盟率いる 14 党の指導者、

国際犯罪法廷の検察や捜査チームのメンバー、ジャーナリスト、さまざまな政治・社会文

化団体のメンバー、さらにはバングラデシュで最も人気のあるクリケット大会、バングラ

デシュ・プレミアリーグ（Bangladesh Premium League）も 3 分間中断され、クリケ

ット選手や関係職員が黙祷を行った 6 8。さらにダッカでは、警察職員や政府職員なども各

所で集結し、殉難者の塔の前でも同様に黙祷が行われた 69。全国規模で、かつあらゆる階

層の人々が連帯を表明した 3 分間であった。  

 

6 4  The Da i ly Star,  So lidar ity in s i lence ,  (2013/02 /13) .  

<https : / /www.theda ilystar.net /news -deta il -268890>（最終閲覧日  2022 年 11 月 29 日）  

6 5  Rising bd.com, Cal l  t o  observe nationwide  3 -minute s i lence  at  4pm , (2013/02 /12) .  

<https : / /www.ris ingbd.com/eng lish /Ca ll_t o_observe_nat ionwide_3 -

minute_si lence_at_4pm/1333>（最終閲覧日  2022 年 12 月 06 日）  

6 6  Bangladesh Business  News,  Nation  Stands  3 - minutes  s i lence ,  (2013/02 /12) .   

<https : / /bus inessnews - bd.net /nation-stands- 3-minute-s i lence/>（最終閲覧日  2022 年

12 月 06 日）  

6 7  The Da i ly Star,  Ctg c it y,  RU observe s ilence f or  3 minutes ,  ( 2013/02/13 ) .   

<https : / /www.theda ilystar.net /news -deta il -268893>（最終閲覧日  2022 年 11 月 29 日）  

6 8  Bangladesh Business  News,  Nation  Stands  3 - minutes  s i lence ,  (2013/02 /12) .   

<https : / /bus inessnews - bd.net /nation-stands- 3-minute-s i lence/>（最終閲覧日  2022 年  

12 月 06 日） 

6 9  当時の様子は The ATNews のニュース映像にて閲覧可能（The ATNews より）。  
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 これは、戦争犯罪者への処刑要求が広く市民に共感を呼んだことを表す象徴的な出来事

であった。そして、黙祷に心を打たれ、「3 Minutes 70」という歌も作られた。歌詞は以

下である。  

   

  রে  রম র য ের  জ য  ে াহব াগ  হযি া  ফ েে   র ে  রম র যের  জ য  ফ েেে াই  োহ ব াগ   এ  হি   েু   য ু যগর  জ য   

আকাযে  পূ ব ব র াগ  （2 回繰り返し）  

 

  রে  রম র য ের   ীর বো  হি  য ু যগ র  আঁ েু ড়ঘর   গণেন্ত্রর  অ রভ যেক  হয ব  দু র ়ে া়ে  এর  পর  （2 回繰り返し）  

  রে  রম র য ের  জ য  ে াহব াগ  হযি া  ফ েে   র ে  রম র যের  জ য  ফ েেে াই  োহ ব াগ   এ  হি   েু   য ু যগর  জ য   

আকাযে  পূ ব ব র াগ  （2 回繰り返し）  

 

  েহ ীে  ফয াদ্ধ া  ব ীর া ঙ্গ া র া  ই রেহ াস  জু যড়  জা যগ  ফ য ৌ ব  য া়ে  ই রেহ াস  গযড়  আজযকর  ো হব া যগ  （2 回繰り返  

し）  

 

  দূর  ফেযক  েব ু  আরমও  স া রমি  অ য র াও   ব ু য ড় া  স ু ময র  একোই  কো  আমা়ে  সযঙ্গ   াও  （2 回繰り返し）  

   

  রে  রম র য ের  জ য  ে াহব াগ  হযি া  ফ েে   র ে  রম র যের  জ য  ফ েেে াই  োহ ব াগ   এ  হি   েু   য ু যগর  জ য   

আকাযে  পূ ব ব র াগ  （2 回繰り返し）  

  シャハバグは 3 分間の国です。3 分間、この国はシャハバグです。新時代の誕生のた

め空に求めます。（2 回繰り返し）  

 

  3 分間の黙祷は時代を生み出します。この後民主主義が世界に訪れます。（2 回繰り  

返し）  

 

  シャハバグは 3 分間の国です。3 分間、この国はシャハバグです。新時代の誕生のた

め空に求めます。（2 回繰り返し）  

 

 
7 0  インターネット上で鑑賞可能。

<https : / /open.spo tif y.com/track/3DJgnCnTwIE0lr1vEAzlNx?s i=a73468854af54e76>

（最終閲覧日 2022 年 11 月 20 日）  
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  殉教した英雄戦士は歴史を通して目覚め、若者たちは今日シャハバグで歴史になりま

す。（2 回繰り返し）  

 

  遠くから、私も皆と共にいます。老いたシュモン（作詞者）のこの言葉を私と共に受

け取ってください。（2 回繰り返し）  

 

  シャハバグは 3 分間の国です。3 分間、この国はシャハバグです。新時代の誕生のた

め空に求めます。（2 回繰り返し）  

 

 この歌詞では、シャハバグ運動がバングラデシュを象徴した出来事だと認識しているよ

うに受け取れる。3 分間の黙祷による抗議は、バングラデシュの正義を求めるものであ

り、またこの運動を通して民意が政府に適切に伝わり、戦争犯罪者が裁かれる新時代が訪

れることを期待している。また殉教した英雄戦士（解放戦士）について言及している点も

興味深い。祖国のために犠牲となった解放戦士はシャハバグ運動を通して再び人々の心に

舞い戻り、同時にシャハバグ運動に参加する若者たちは、解放戦士が眠っている歴史の一

部となることを表現している。ここでは「死者を民族の中に復活させる」ことが主張され

ている（林  2022、p.55）。この想像力が、「民族の永続的な生という観念」を生み出す

助けとなっている（林  2022、p.55）。つまり、犠牲となった解放戦士が、シャハバグ運

動を通して現在に生きるベンガル人の元に返り咲き、両者の存在が繋がっていることを強

く連想させることで、過去から悠久に流れるベンガル人の物語を強く意識させるのだ。  

 加えて興味深い点としては、「3 Minutes」の作詞・作曲者がインド・西ベンガル州

のベンガル人であることである。彼はカビル・シュモン（Kabir Suman）という名の音

楽家である。一時は政界でも活躍していた。インドの西ベンガル州は、1905 年のベンガ

ル分割令で切り分けられた地域であり、現在もベンガル人が多数居住している。インド・

西ベンガル州のベンガル人は、1971 年の独立戦争を直接経験した訳ではないものの、カ

ビル・シュモンのように、国境を超えても一定程度の共感を呼び、国境を超えた民族主義

がみられた。そのため、彼は歌詞で「遠くから、私も皆と共にいます」と、あえて距離を

表現していると考えられる。彼以外にも、西ベンガル州からの関心が寄せられていた 7 1。  

 

7 1 Two C irc le .net ,  Benga l inte llec tua ls  support  Shahbag  protests ,  (2013 /03/02) .   
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 国境を超えた共感において、共通点となっているのは民族である。1971 年に西パキス

タンに協力をした者たちは、バングラデシュ独立を阻害した者であると同時に、「ベンガ

ル人を裏切ったベンガル人」である。西パキスタンが敵として存在していた独立戦争時に

おいても、明確な差異として民族が存在しており、やはり同じ構図がこのシャハバグ運動

では意識されたのである。  

 しかし実は、シャハバグ運動においては一定数の反対者の存在と、デモに対する抗議運

動が起きている。その中心となったのが、イスラム協会や前述した学生組織のシビル

（Bangladesh Islami Chhatrasibir）である。バングラデシュにおいては、政党が下

部組織として学生団体を持つことは珍しくない。アワミ連盟や BNP にもそれぞれ学生団

体が存在する。そうしたイスラム協会や学生団体を中心にデモに対する抗議運動が起こ

り、一部は西ベンガル州にまで伝播した 7 2。バングラデシュ国内でもデモに対する抗議運

動が行われ、暴力事件に発展した例もある。一連の抗議の中で、 2013 年 2 月 22 日、イ

スラム協会のメンバーを中心としたグループは、主要都市の一つであるシレット市に設置

された殉難者の塔に乗り込み、献花への放火、および境界を作っていた壁を破壊した 7 3。

前日が言語運動を象徴した「殉難者の日」であったこともその動機に関わったかもしれな

いが、ベンガル民族主義の象徴を破壊する行為は、ベンガル民族主義によって結束した

人々への抵抗と見ることができる。  

 以上のように、シャハバグ運動においては、戦争犯罪に対する正義が争点に挙げられる

ことから、独立戦争を中心とした東パキスタン時代の記憶との結びつきが非常に強い。そ

のため独立戦争時を意識したスローガンや、反対者によるベンガル民族主義の象徴である

殉難者の塔への攻撃など、独立戦争時および建国時に掲げたベンガル民族主義を思い起こ

 

<http : / / twocir cles .net /2013mar02/bengal_ inte llec tuals_support_shahbag_pro tests .h

tml>（最終閲覧日  2022 年 11 月 29 日）  

7 2  The Hindu,  A dangerous  c onn ivance ,  ( 2013/04/06 ) .   

<https : / /www.theh indu.com/op inion/ lead/a -  

dangerousconn ivance/ar tic le4585420.ece>（最終閲覧日  2022 年 11 月 29 日）  

7 3  bdnews24. com, Jamaat act iv ists '  attack S ylhet  S haheed Minar ,  (2013/02/22) .   

<https : / /bdnews24.com/bangladesh/2013/02 /22/ jamaat -ac tivists -a ttack-sy lhet -  

shaheed-minar>（最終閲覧日  2022 年 11 月 29 日）  
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させる行為が多くみられる。戦犯裁判とそれに続くシャハバグ運動においては、戦争犯罪

者はベンガル人を裏切った者であり、それは西パキスタンへの憎しみを思い起こさせる。

ここでは、建国時の東西パキスタンの対立構造が再び現前に現れることになり、デモの手

法や主張も、東パキスタン時代や独立戦争時の歴史を意識したものとなった。その結果、

シャハバグ運動に参加した人々は、独立戦争の歴史を自らに内在化し、シャハバグ運動へ

の連帯を強めていった。こうして、ベンガル民族主義に回帰することとなった。また、シ

ャハバグ運動が大規模化して行く際に中心的な役割を果たしたブロガーなどの若者は、独

立戦争を直接経験したわけではない。しかし、過去の歴史をスローガンや黙祷など、様々

な手法を使って思い起こさせ、その歴史を現在に生きるベンガル人が背負うものであると

強く印象づけた。さらにそれを後押ししたのは、ブロガー・活動家ネットワークによる

人々の動員の方法にみられるような、インターネットという電子メディアの活用であっ

た。インターネット上での呼びかけは時間・空間的な制限にとらわれず瞬く間に拡散さ

れ、その結果、シャハバグ運動は迅速に大規模化したと考えられる。  

 ただ留意点として、シャハバグ運動は常に国内政治の駆け引きの手段に取り込まれやす

かったことを忘れてはならない。そもそも戦犯裁判は、アワミ連盟政権が BNP とイスラ

ム協会を中心とした野党勢力の弱体化を目論んだ政策の一つとして考えられる。そのた

め、市民の自発的な運動として発展したシャハバグ運動に関しても、その運動の発展はア

ワミ連盟の肯定的な姿勢に支えられていたと見ることもできる。実際、アワミ連盟総裁で

バングラデシュ首相のシェイク・ハシナは、若者への感謝と連帯を表明している（村山  

2014、p.487）。確かに運動自体は自然発生的で市民の意思によるものであるが、それ

自体を大きな政治的動機が取り囲んでいる。さらに、アワミ連盟政権の視点でシャハバグ

運動を眺めれば、民族主義による建国の理念に立ち返るシャハバグ運動は政党の優位性を

高める。さらに市民が熱狂してデモを行う状況は好都合であったことは間違いない。アワ

ミ連盟とすれば野党の弱体化を実現すると同時に、政党の理念とも重なる出来事であった

からである。  

 以上から、国内政治の観点に立てば、与党が野党の勢力を剥ぎ取る狡猾な政策であった

一方、市民による自発的な運動が盛んになった出来事であった。市民は独立戦争時と同じ

東パキスタンで使われたスローガンを取り入れるなど、独立戦争を意識した行為や独立戦

争時の蛮行に対する正義への意識がみられ、再びベンガル民族主義の理念へと回帰した。  
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第 3 節 ジャハナラ・イマムからみる犠牲者意識とベンガル民族主義  

第 1 項 ジャハナラ・イマムと人民裁判  

ここまでシャハバグ運動の勃興期における特徴的なデモの内容や手法から、過去の歴史

と現在に生きるベンガル人が接続され、連帯が強化される様子を確認してきた。続けて、

シャハバグ運動時に象徴化されたベンガル人女性に着目し、彼女の存在が何を象徴してい

たかを確認する。そのための前提として、バングラデシュにおける戦犯裁判の歴史を振り

返る必要がある。  

実は、バングラデシュにおける戦犯裁判はこれが最初ではない。1992 年に非公式に

「人民裁判」という形で市民の手によって実施されているのだ。これを主導したのは

「1971 年の殺人者・手先に抵抗し撲滅する会（Ekattorer Ghatak Dalal  Nirmul 

Committee）」であった。メンバーは、主に独立戦争で家族を失った、いずれの政党に

も属さない一般市民で構成されていた（堀口  2009、p.343）。人民裁判は、バングラデ

シュへと帰国したゴラム・アザム 74の戦争犯罪を審議し、独立戦争時の西パキスタンへの

協力、虐殺、放火、強姦などの罪で死刑判決を言い渡した。この人民裁判の議長はジャハ

ナラ・イマム（Jahanara Imam）という名の女性が務めた。彼女は 1994 年に咽頭がん

で亡くなるものの、2013 年のシャハバグ運動の際には、ジャハナラ・イマムの肖像画を

掲げたデモが行われた。彼女こそが、シャハバグ運動において象徴化された女性なのであ

る。  

 シャハバグ運動における抗議の際には、若者たちが肖像画を掲げながら「ジャハナラ・

イマムの血が私たちに流れている」と繰り返し叫んだ 7 5（図 3）。つまり、1992 年に行

われた人民裁判は歴史的にシャハバグ運動と無関係と見るべきではない。シャハバグ運動

の約 20 年前に、同じ要求を叫んだ市民の存在がここで再び象徴として掲げられているの

だ。そのため本節では、戦争犯罪に対する正義を求め続けたジャハナラ・イマムの存在に

着目する。  

 
7 4  独立戦争当時のイスラム協会の指導者であり、1971 年のバングラデシュ独立への反対やベンガ

ル人の虐殺などの戦争犯罪を行った（堀口  2009、p.343）。  

7 5  The Da ily Star,  Gono Ada lot ,  (2016 /01/23) .  <https : / /www.thedai lystar.net / in -  

focus /gano-ada lot - 205765>（最終閲覧日  2022 年 11 月 29 日）  
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 シャハバグ運動におけるジャハナラ・イマムの存在を明らかにするために、まず彼女の

人生を振り返る。ジャハナラ・イマムは 1929 年に生まれ、「殉難者の母」という異名で

知られた女性活動家であり、同時に文学者、教育者だった。1971 年の独立戦争の際に

は、息子のルミ・イマムが解放戦士として参戦した。その際、息子の安否を思う母とし

て、9 ヶ月間に及ぶ戦争の詳細や当時の自身の胸中を日記に書き残した（Kabir 

2012）。そして同時に、ジャハナラ・イマム自身も住居を兵士のシェルターとして提供

したり、自ら車を運転して兵士を移送するなど、勇敢に独立戦争に貢献した（Hossain 

and Dash 2019、p.10）。しかし、息子のルミは命を落とし、夫も西パキスタン軍の連

行から解放されて帰還した直後に亡くなってしまった。つまり、ジャハナラ・イマムは積

極的に独立のために命をかけて尽力しただけでなく、同時に息子と夫を独立戦争で亡くし

た女性なのである。いわば、ベンガル民族主義の観点から見れば、その勇気と犠牲を兼ね

合わせた理想的なストーリーを持ち合わせている人物と捉えることができる。彼女の代名

詞として呼ばれる「殉難者の母」が広く認識されることになったきっかけは、生き残った

息子ルミの友人が彼女をそう讃えたことに始まる（Kabir 2012）。その後、1986 年に

独立戦争当時に書き残した日記を出版したことで、彼女の名は世間に広く知られることと

なった。しかし彼女は 1981 年にがんと診断され、闘病を余儀なくされた。それでも彼女

は、戦争犯罪者への正義を求め続けた。  

彼女が議長を務めた人民裁判は、1992 年にゴラム・アザムがイスラム協会の委員長就

任を発表したことに端を発する。1941 年に設立されたイスラム協会は、独立戦争におい

てパキスタン軍と共に虐殺やテロ活動を行ったことから、独立後には政党活動が非合法化

された（堀口  2009、p.343）。そのため党員は外国への逃亡や地下潜伏をはかり、イス

ラム協会の指導者であったゴラム・アザムもパキスタンへと逃亡していた。 1978 年にゴ

ラム・アザムはパキスタンのパスポートで帰国し、そのままバングラデシュにとどまって

党組織の運営に当たってきたが、表に出ることはなかった（堀口  2009、p.343）。しか

しその後、ジアウル・ラーマンやエルシャド政権期におけるイスラム主義政策が進められ

たこと、1976 年にイスラム協会の政党活動が合法化されたこと、エルシャド政権打倒を

目指した民主化闘争においてイスラム協会が台頭したことから、 1991 年にゴラム・アザ

ムの復権が可能な条件が整った（堀口  2009、p.343）。  

 こうした背景をもとに、ジャハナラ・イマムをはじめとする文化人らを中心に、バング

ラデシュの独立記念日である 3 月 26 日に人民裁判が実施された。その場に集った 15 万
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人にものぼる傍聴者の多くは平凡な若者、主婦、市民であった（村山  1993、p.439）。

一般市民の関心の高さが人数からも窺える。そして判決では、ゴラム・アザムの死刑が言

い渡され、政府に然るべき対応を取るよう要求した 7 6。一方で BNP 政権は、イスラム協

会に対する政治的な配慮と市民の要求の板挟みに置かれた。人民裁判の開催前に、市民へ

の懐柔策としてゴラム・アザムを外国人法違反で逮捕したが、人民裁判が予定通り開催さ

れため、今度は法廷主宰者、判事、証人など 24 人を治安妨害の理由で逮捕した（村山  

1993、p.440）。  

 当時、イスラム協会は国内政治において勢力を取り戻していた時期にあたり、協力を必

要とする BNP 政権にとっては、イスラム協会側に政治的な配慮を傾けざるを得なかっ

た。そのため、判決は実質的な力を持つことがなく、ゴラム・アザムは 1993 年の高等裁

判所の判決にて、彼が東パキスタンに生まれ、その後もバングラデシュに永住者として住

んでいたと認定した（堀口  2009、p.345）。その後ジャハナラ・イマムは、その志を成

し遂げることなく 1994 年に亡くなった。  

 以上の歴史背景から、シャハバグ運動でジャハナラ・イマムの肖像画が意図して掲げら

れ、彼女の存在が象徴的に扱われたことは確かである。その一方で、運動の主導者たちの

目線にたった際に、いくつか注意が必要である。まずジャハナラ・イマムは 1994 年に亡

くなっており、シャハバグ運動で中心的な役割を果たしたブロガーや学生などの若者は、

彼女の姿を直接目にしていない可能性が高いことに留意しなければならない。一方で、そ

れ故に属人的な要素が取り除かれ、象徴的な像が作り上げられやすかったと考えることも

できる。またジャハナラ・イマムは、当然のことながら 1994 年の政治までしか把握して

おらず、その後のイスラム協会の台頭や国内政治の動きを鑑みた政治的な指針を与えてい

る訳ではない。そのためシャハバグ運動時において、政治的な指導力の機能は大きくない

と考えることが妥当である。また、存命時の献身的な努力と戦争犯罪者の訴追には目を見

張るものがあるが、具体的な政策提言を行ったり、政党を指揮していたわけではない。そ

のため今回のシャハバグ運動に関しても、彼女は「象徴」としての意味が強かったと考え

られる。  

 

第 2 項 本節の分析方法  

 

7 6  The Da ily Star,  Gono Ada lot ,  (2016 /01/23) .  <https : / /www.thedai lystar.net / in -  

focus /gano-ada lot - 205765>（最終閲覧日  2022 年 11 月 29 日） 
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 以上を考慮した上で、2013 年のシャハバグ運動時における彼女は、何を象徴していた

のか。デモにおいて彼女の肖像画が掲げられたことは大きな意味を持つが、より詳細な検

証を行うため、ブロガー・活動家ネットワークが立ち上げた Facebook ページの語りを

手がかりする。そこで主張される語りから、彼女の存在が何を象徴していたのかを明らか

にする。ブロガー・活動家ネットワークの Facebook ページ内には、2 月 5 日の最初の

デモを呼びかけたイベントページをはじめ、様々な記事が投稿されている。ページへの賛

同や応援を表す「いいね！」は 5 万 5000 人を超える。また Facebook ページ内では投

稿された各記事にコメントを残すことも可能である。  

 具体的にはまず、ブロガー・活動家ネットワークの Facebook ページ内で「জাহ া া র া  

ইম াম 77」と検索をかける。投稿されている記事の多くはベンガル語で表記されているた

め、ベンガル語での検索を基準とした。そして、検索結果でヒットしたものから、さらに

彼女の名前が文中に出てこないもの、明らかに彼女の内容が主題でないものを取り除い

た。この場合、検索時にヒットする総数は 47 件ある。全期間を対象としたが、本論では

シャハバグ運動のきっかけとなったカデル・モッラーの判決が死刑に転じ、処刑される

2013 年 12 月までを特に取り上げたため、期間外のものに関しては、主に脚注にて補足

的に記述する。  

 また投稿者に関して、ブロガー・活動家ネットワークの Facebook ページでは、記事

の投稿はブロガー・活動家ネットワークが許可を下した者のみ可能な設定になっている。

そのため投稿された記事は、ブロガー・活動家ネットワークの中心人物の思想や価値観に

沿ったバイアスがかかっていることが考えられる。しかしここではシャハバグ運動を先導

し、市民を動員した存在であるブロガー・活動家ネットワークがジャハナラ・イマムにど

のような言及をしており、何を象徴しているかに焦点を当てるため、ページ内における個

人の投稿は除き、ブロガー・活動家ネットワークのアカウントで投稿された意見を取り上

げることにする。全ての意見が市民の意見と完全に一致する訳ではないが、ブロガー・活

動家ネットワークの呼びかけに対して市民が集ったことを考慮すると、市民から一定の共

感を得ていると考えられる。主導者がどのようなメッセージを発信し、ジャハナラ・イマ

ムに何を象徴しているかを把握するためには適した記録と判断した。  

 
7 7  日本語では「ジャハナラ・イマム」と訳される。  
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 内容に関してだが、まず「জাহ া ার া  ইম া ম」と検索をかけてヒットしたブロガー・活動家

ネットワークの投稿の発信には、2 つの方法が存在する。一つは、ブロガー・活動家ネッ

トワークとして発信者の個人名が掲載されずに発信されるものである。こちらが基本的な

パターンである。もう一つは、個人名が掲載されて発信されるものである。特にリーダー

であるイムラン・ソルカルが個人名を掲載した上で、ブロガー・活動家ネットワークのペ

ージで発信している意見表明および政府に提出する覚書のコピーなどが複数投稿されてい

る。本章第 2 節で前述の通り、政府への提言やメディアへの応対は彼を中心に行われて

おり、組織においても中心的な役割を果たしている。そのため特にリーダーのイムラン・

ソルカルによる声明や政府への覚書などは運動の理念に大きな影響を与えていると考えら

れる。  

 以上を踏まえた分析の結果、投稿の文章に関しては、大別すると 3 つの特徴的な語り

が見られた。次項以下では、それらの特徴ごとに分け、語りの内容を確認する。  

 

第 3 項 ベンガル人の「母」として歴史と現在をつなぐ存在  

一つ目の特徴は、ジャハナラ・イマムを「現在に生きるベンガル人の母」とみなす文章

が頻出することである。自らを「殉難者の母の息子たち」と称することで、そこには時代

を超えた連帯意識と、祖国のために死んだジャハナラ・イマムと現在に生きる私たちは確

かに繋がっていると感じさせていることが伺える。例えば、2013 年 12 月 13 日にブロガ

ー・活動家ネットワークが投稿した記事の文章内では、シャハバグ運動に参加するベンガ

ル人を以下のように表現している（資料１）。  

 

  আম্মা  জাহ া ার া  ইম াযমর  সন্ত ায র া  ম া য়ের  স্বপ্ন  ব ু যক  র  য়ে  চ া রিয ়েযে  আযদাি ।   

  母ジャハナラ・イマムの子ども達は、母の夢を胸に運動を実施してきました。  

 

 ここで記されている「子ども達」は、シャハバグ運動でデモを行った市民の存在を表し

ていることは明らかである。このようにジャハナラ・イマムを「母」と呼び、シャハバグ

運動の参加者を、彼女の精神を継ぐ者と表現している投稿は他にも存在する 78。2013 年

 
7 8  本文中以外の事例では、2013 年 12 月 11 日にブロガー・活動家ネットワークのアカウントで

投稿された文章内にも「েহ ী ে  জ  ী র  সন্ত ায  র া」「殉難者の母の子ども達」と同様の表現がある（資

料 2）。  
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5 月 3 日にリーダーのイムラン・ソルカルが個人名を掲載して投稿した文章にも、同様の

文言が現れる（資料 3）。  

 

  আমাযে র  হৃে়ে  ক াযব য র  এক  উদ্ধে  উপমা  র ে র ।  রে র ,  আমায ে র  আম্মা।  

  私たちの心の誇り高き例です。彼女は私たちの母です。  

 

 さらに、ジャハナラ・イマムが生前に残したメッセージを引用したものにも、同様の内

容が含まれる。つまり、ジャハナラ・イマム自身も後世に対して、自らの魂を受け継ぐ者

というメッセージを残していた。例えば、2013 年 6 月 26 日に投稿された記事では、ジ

ャハナラ・イマムの生前の言葉が引用された投稿がされている。そこでは、以下のような

ジャハナラ・イマムの言葉が記されている（資料 4）。  

 

  আরম  িড়াই  ফেযক  রপ েু  হটি র ।  র কন্তু  ম ৃ েু য র  র ে যক  এই  অবেযম্ভ া ব ী  য াত্র া  আরম  ফেক াযে  অক্ষম।   

  （中略）     

  আপ াযে র  অবেযই  এই  অঙ্গ ীক ার  পূ র ণ  করযে  হয ব।  আপ া যের  অবেযই  একে াবদ্ধ  ে াক যে  হযব  এব ং  ফ েে  পয বন্ত  

িড়যে  হয ব।  য রেও  আরম  আপ া যের  সযঙ্গ  ে াকযে  প ারব   া।  রকন্তু  র  রিে  জা ব -  আম ার  িায া  ব া ঙ াি ী  

ফেযি যময়ে -  একটি  স্বা ধ ী  ফস া ার  ব া ংি া়ে  আপ াযে র  ফ েযি  ফময়ে র  স যঙ্গ  ব াস  করযে।  

  私は闘いから後ずさることはしなかった。しかし、死に向かうこの逃れられない旅を

止めることはできません。  

（中略）  

あなたたちは、約束を果たさなければいけません。結束して闘い、そして最後まで闘

わなければなりません。私はあなたたちと一緒にいることは叶いませんが、しかし、

何十万人もの私のベンガル人の子ども達がその独立した黄金のベンガルで、彼らの子

ども達と生きていることを確信しています。  

 

 ジャハナラ・イマム自身が残した言葉にも、後世の人々と彼女は、時代を超えても繋が

っているというメッセージを「子ども達」という表現で伝えており、ブロガー・活動家ネ

ットワークやイムラン・ソルカルが投稿した文章の意図と大きく重なっている。ブロガ
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ー・活動家ネットワークがこのメッセージを引用したことで、彼らの主張の正当性がより

補強されたと考えられる。民族を紐帯として、時代を超えてジャハナラ・イマムと現在の

ベンガル人の間に連続性が生み出されている。  

 さらに、現在に生きるベンガル人は、ジャハナラ・イマムが果たせなかった大義を代わ

りに果たす役割を追っているという、歴史の連続性と運命性を語る文章も存在する。上述

した 2013 年 5 月 3 日のイムラン・ソルカルによる投稿では、以下の文章が記されてい

る（資料 2）。  

  

  য ু দ্ধ া পর া ধ ী য ের  র বচ া যরর  আযদা রয র  শুরুো  কযর  র ে য়েয ে  ে রহে  জ  ী।  

  （中略）  

  আমাযে র  হ া যে  র ে য়ে  ফগযে  ই রেহ া যসর  ে া ়েভ ার।   

  殉難者の母は、戦犯裁判の運動を開始しました。  

  （中略）  

  （彼女は）私たちの手に、歴史の責任を授けました。  

 

 ここではジャナハラ・イマムが生前に求め続けた戦争犯罪への正義は、現在に生きるベ

ンガル人こそが果たすべき役割であると主張している。彼女の死をもって、その大義が後

世に託される連続性がここでは読み取れる。母の存在と彼女の大義を受け継ぐことで、過

去の歴史と現在に生きるベンガル人が接続されているのだ。  

以上のように、ブロガー・活動家ネットワークやリーダーのイムラン・ソルカルは、ジ

ャハナラ・イマムが生前に残した言葉を巧みに活用しながら、シャハバグ運動に参加する

市民とジャハナラ・イマムの精神が連続していることを強調している。そこでは、ジャハ

ナラ・イマムを通して過去の歴史が思い起こされ、それが過去から悠久に受け継がれる民

族の物語であることが示される。つまり、「忘れ去ってしまった」記憶を「思い起こさせ

られる」ことで、国民の物語は再び解釈され、より一層強化されるのである。ここでは、

ジャハナラ・イマムの存在と大義が思い起こされる中で、それを現在に生きるベンガル人

が受け継ぐべきであるという物語が展開された。ジャハナラ・イマムの精神は現在にも生
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き続けており、現在に息づくバングラデシュ人が受け継いでいると繰り返し伝えられるこ

とで、過去の歴史と現在に生きる人々の接続がなされている。  

 

第 4 項 犠牲者の存在がもたらす民族意識の高まり  

それでは、彼女に関する投稿においてみられる次なる特徴へと視点を移したい。それ

は、彼女に関して書かれた歴史の文章に、犠牲者の存在が頻出することである。ここで言

及されている犠牲者は、独立戦争時に亡くなった人々の存在を指していることがほとんど

である。彼女が既に逝去している人物である以上、ジャハナラ・イマムへの言及は過去の

出来事との関連で記述されることが多くなる。前述した 2013 年 12 月 13 日にブロガ

ー・活動家ネットワークのアカウントで投稿された記事には、別部分に以下のような文章

が書かれている（資料１）。  

 

  ৫  ফেব্রু়ে া রর ,২০ ১৩  –  য ু দ্ধ াপ র াধ ী যে র  ো রস র  ে া র ব  জা র য ়ে র েযি  আম্মা  জাহ া ার া  ইম া ম  ১৯৯২  স াযিই।  

গণআোিে  গে  কযর .  য ু দ্ধ া পর া ধ ী য ের  ো রসর  র া়েও  রে য়ে র েযি ।  এজ য  েৎকাি ী  স্ব াধ ী ে া রব য র াধ ী  সরকা যরর  

হ া যে  েহ ীেজ  ীযক  সহয  করযে  হয়ে যে  অয ক  র  য ব াে  ,  ফপযে  হ য ়েযে  ফেে যর াহ ীর  অপবাে।  অয ক  বের  পযর  

হযিও  য ু দ্ধ াপর াধ ীর  র বচ া র  কাজ  শুরু  হয়ে যে   

  (中略 )  

  ভাে া র  ম াস  ফেব্রু়ে া র র যে  আবা র  রযে  র াজপে  র রিে  করা র  েপে  র  য ়ে  পযে   াম যি া  ো র া  –  জা র য়ে  র েি”এই  

পযে  আজ .  জীব  ফে ব  ,  রযের  বেি া  ো রস  ফ ব”।  রে  ,  হয া  অয ক  রে  ঝর াযে  হয়েযে  এই  পযে।  েহ ীে  

র াজ ী ব  ,  ে ীপ  ,  জগেযজয া রে  ,  জাের  ম ু রি  ,  ে ান্ত  –  র ত্রে  িা  েহ ীয ের  স া যে  রম য ে  আযে  দূর  আকাযের  

 ক্ষত্রগুযি ার  মযধ য।  আর  ফে যে  ,  ে াযের  রেে া  সেি  হয়েযে।   

  2013 年 2 月 5 日、母ジャハナラ・イマムは 1992 年に戦争犯罪者の処刑の要求を主

張しました。人民裁判を設置し、戦争犯罪者に絞首刑を下した。そのため、その時期

は反独立派の政府による（BNP を意味する）、殉難者の母に対する数多くの拷問

や、彼女が反逆者と中傷されることに  耐えなければなりませんでした。多くの年月

が経った後、戦犯裁判が始まりました。  

 （中略）  

  言語の月である 2 月に、流れた血を数え上げると再び誓いを胸にして、道をゆきま  
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す。彼らは言いました。「この道で、私は命を捧げます。血を捧げる代わりに、死刑  

を求めます。」  

血、まさにこの道で数多くの血が流れてきました。殉難者ラジブ、ディプ、ジョゴト

ジョティ、シャンタルなど、300 万人の殉難者が遠くの空の星々にいます。見てく

ださい、彼らが捧げた血は実を結びました。  

 

 ジャハナラ・イマムが人民裁判の結果、BNP 政権に叛逆罪で問われ、大義を踏みにじ

られた過去が書かれた後、人民裁判での不正義を晴らす戦犯裁判が現在に蘇ったと表現さ

れている。文中における「道」は道路も意味するが、同時に「途上、道中」といった意味

も含まれる。ここでは戦犯裁判を実施し、正義を勝ち取るまでの一連の時間的な流れと捉

えることができる。そして戦犯裁判の実施においては、これまで独立戦争で亡くなったと

される 300 万人の犠牲者の存在が共に語られており、彼らの犠牲があったからこそ戦犯

裁判の実施が実現した、ともいうような強調した書きぶりで表現されている。既に言及し

た 2013 年 5 月 3 日のイムラン・ソルカルによる投稿でも、犠牲者の存在が強調される

（資料 2）。  

 

  আমাযে র  ই রেহ াস  ফি া  হয ়েযে  রযের  র ব র ময়ে।   

  私たちの歴史は血の見返りとして書かれています。  

 

 まず、死を連想させる象徴的な一文から始まる。バングラデシュが多大な犠牲のもとに

成り立ったことを示唆する。同投稿では、その後も犠牲を意識させる文章が登場する。  

 

  ব াঙ া রি র  ম ু রেস ংগ্র ায মর  ই রেহ াস  এক  অ রব াে ী  মহ া য া ।  ফস রে য র  ফসই  এক াত্তর  আম াযে র  ফ ে া  হ়ে র ,  প্রেযক্ষ   

ফচ া য  ফ ে া  হ়ে র ,  কযো ে া  েয া গ  আর  শ্রযম  অরজব ে  হয়েযে  ব াঙ া রি র  স্বা ধ ী ে া।  

  ベンガル人の解放闘争の歴史は、壊すことのできない叙事詩である。あの 71 年の

日々を私たちは目撃していません。ベンガル人の自由を獲得するために、どれほど

の犠牲と精励が費やされたのか、直接目にはしていません。  
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 ここでは、バングラデシュの独立のために多くの犠牲が存在していたことが強調され

る。そして現在のバングラデシュは、数多くの犠牲の上で存在していることを連想させ

る。  

 また、ジャハナラ・イマムに関連して、息子であるルミ・イマムが犠牲者として記述さ

れる投稿も存在する。以下は、ルミ・イマムの誕生日と重なる 2013 年 6 月 30 日に、ブ

ロガー・活動家ネットワークが投稿したものである（資料 5）。  

 

  েহ ীে  রু রম র  জন্মরে ।  েহ ীে  রুরম  আজ  ফ ব ঁ যচ  ফ ই ,  রকন্তু  ো র  ম ু রের  আকাঙ্ক্ষা ,  র বপ্লব ী  ফচে া ,  ফেেযপ্রম  রক  মযর  

রগয়ে যে?  উত্তর  হয াঁ ,   া  দু ’ফে াই  ঠিক।  য ার া  উযটা  ফর া যের  প রেক  ে া যের  কায ে  সবই  ম ৃ ে ;  রকন্তু  কা যর া  কা যর া  

ব ু যক  ঐ  ফচে া  আযজা  জ্বিযে  একেু  একেু  কযর।  

 （中略）  

  েহ ীে  োেী  ইম াম  রুম ী  ফেম র  একজ  ব ীর  সস র ক।  েহ ীে  রুম ী র  মযে া  ি া  িা  ম া ু যে র  েয া যগ র  র ব র ময়েই   

আমরা  ৭ ১  এ  আমায ের  স্বা ধ ী ে া  ফপয়ে রে। রকন্তু  কো ়ে  আযে  ‘স্বা ধ ী ে া  পাও়ে া র  ফচয ়ে  ে া  রক্ষ া  করা  আযরা .  

কঠি ’।েহ ী ে  রুম ীর  ম যো  িা  ি া  ম া ু যের  জীব য র  র ব র ময ়ে  প াও়ে া  এই  স্বাধ ী ে া  ও  গণেন্ত্র  রক্ষা র  ে া র়েত্ব  

বেব ম া  প্রজযন্মর।  

殉難者ルミの誕生日です。殉難者ルミは、今は生きていない、しかし彼の解放への  

渇望、革命家の意識、愛国心は死んだのでしょうか？はい、いいえ、どちらも正しい  

です。（過去を）遡った流れにいる旅人は、皆が死にました。しかし、幾ばくかの  

人々の胸には、その精神が今日に少しずつ、少しずつ燃えています。   

（中略）  

殉難者シャフィ・イマム・ルミは一人の英雄的兵士です。殉難者ルミのような何十万  

の人々の犠牲と引き換えに、私たちは 71 年に自由を手にしました。しかし、自由は  

手に入れることよりも、守ることの方がより難しいと言われます。殉難者ルミのよう  

に何十万もの人々の命と引き換えに得たこの自由と民主主義を守る責任は、私たちの  

世代にあります。  
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 ここでは息子ルミ・イマムの犠牲が語られるとともに、彼と同じく独立戦争で亡くなっ

た数多くの犠牲に言及している 79。そしてまた同時に、現在に生きるベンガル人は、彼ら

の犠牲によって勝ち取った自由を守る責任があると続けられている。ここでも過去の歴史

が現在に連続しており、祖国のために亡くなった人々の存在と現在に生きる人々が接続さ

れて語られている。  

以上のように、ジャハナラ・イマムへの言及は過去の歴史と共に語られることが多く、

その語りには独立戦争で命を失った数多くの犠牲者の存在が強調される。それにより、現

在のバングラデシュは犠牲者の存在があったからこそ成り立っているということを思わせ

る。上述したいくつかの語りに代表されるように、ベンガル人が代償として支払ってきた

数多くの犠牲が示されることで、対照的な存在である戦争犯罪者への処刑要求が正当化さ

れる。その結果、シャハバグ運動や戦争犯罪者への処刑の要求に対する人々の連帯意識

が、民族を紐帯として高まるのだ。シャハバグ運動による正義の追求は、過去に犠牲とな

ったベンガル人から託された責任であるとされ、現在に生きるベンガル人に受け継がれた

と語られることで、より強い主張となるのだ。  

 

第 5 項 犠牲者の象徴としてのジャハナラ・イマム  

 最後の特徴として、ジャハナラ・イマム自身が一人の犠牲者として表現されていること

があげられる。つまり、彼女は自由のために独立戦争に積極的な参画を果たし、かつその

後も戦争犯罪への正義を求めて最後まで闘い続けたものの、大義を果たすことなく亡くな

った一人の「犠牲者」の存在としても登場しているのである。それは、人民裁判後の政府

が彼女に向けた冷酷な対応や、志半ばで亡くなったことに関連して語られる。 2013 年 6

月 26 日の投稿がその一例である。6 月 26 日はジャハナラ・イマムの命日であり、投稿

には以下のような文章が書かれている（資料 6）。  

 

  েহ ীে  জ  ী  জ াহ া ার া  ইম ায মর  সম া র ধ যে  েু ি  ফে ়ে া ,  স্মারক  ব েৃ ো ,  আযিাচ া  ও  স্মৃ রেপেক  প্রে া  অ ু ষ্ঠ া  

অ ু ষ্ঠ া য র .  আয়ে াজ ও  রয ়েযে  এই  রে য ।  

 
7 9  2013 年 11 月 17 日にブロガー・活動家ネットワークのアカウントで投稿された文章にも犠牲

者の存在が記述されている（資料 7）。「েহ ী ে  রুম ী র  র যে ,  র ত্র ে  ি া  েহ ী য ের  র যে  স্ব াধ ী   কর া  

ব া ংি া য ে ে…।」「殉難者ルミの血、300 万人の殉難者の血によってバングラデシュが独立しました

…。」  
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  殉難者の母ジャナハラ・イマムの墓への献花、追悼のスピーチ、討論やメダル授与が

この日に行われます。  

 

 この式典 80では、ジャハナラ・イマムへの献花や追悼のスピーチなど、彼女自身への追

悼が行われている。また同日の式典に関する投稿は 2013 年 6 月 24 日にも、イムラン・

ソルカルの署名のもと投稿されている（資料 8）。  

 

  ফসইসযঙ্গ  ে াকযব  ে রহে  জ  ী যক  র  য ব র েে  গ া  ও  ক রবে া।  

  殉難者の母に捧げられる歌や詩もあるだろう。  

 

 ここでは、明確にジャハナラ・イマムに対して歌や詩が捧げられるとしており、彼女自

身に対する追悼の意が向けられている。式典が開催され、文化的なプログラムが行われる

様子は、2 月 21 日の殉難者の日の様子と似た形式が取られている。式典化され、追悼が

行われる様子は、ジャハナラ・イマムを一人の殉難者としても捉えていると見えるが、一

方で「犠牲者」とまで言及すると過大解釈となる恐れがある。ただ、彼女が行った人民裁

判に関する言及を見てみると、彼女の大義が政権の思惑に絡め取られ、正義を実現するこ

となく亡くなった犠牲者であるという表現が見られる。その一つは、イムラン・ソルカル

を代表としたブロガー・活動家ネットワークが政府に宛てた覚書の文章に見られる。この

文章は 2013 年 4 月 4 日に投稿されている（資料 9）。  

 

   ব্বই  েেযকর  প্রেম  ফগ াি া যধ ব  ে রহে  জ  ী  জাহ া া র া  ইম াম  পু  র া়ে  শুরু  কযর  য ু দ্ধ া পর াধ ী যের  র বচ া যর র  ে া র ব যে  

গণআোিে।  রকন্তু  েৎক াি ী  সরকার  য ু দ্ধ া পর া ধ ী য ের  র বচ ার  ফে া  কযরই  র  ,  উযটা   াগ ররকত্ব  প্রো  কযর  র পে াচ  

ফগ াি া ম  আযমযক ,  অপমা  কযর  ব াঙ া রি র  আকাক্সক্ষা  ও  ম ু রেয ু যদ্ধ র  ফচে াযক।   

  90 年代前半に、殉難者の母ジャハナラ・イマムは、戦争犯罪者の処刑を要求するた

めの人民裁判を再開しました。しかしその時、政府は戦争犯罪者の裁判を行わせ

ず、それどころか悪魔の心を持ったゴラム・アザムに市民権を与え、ベンガル人の

強い願望と解放戦争の精神を侮辱しました。  

 
8 0  2014 年にもジャハナラ・イマムの命日に合わせたプログラムが開催されており、リーダーのイ

ムラン・ソルカルが出席する様子が写真で投稿されている。  
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 ここでは、ジャハナラ・イマムが主導した人民裁判で死刑を宣告したゴラム・アザムが

後に市民権を得た結果を侮辱と表現している。侮辱されたのはベンガル人の願望と解放戦

争の精神であり、これはすなわちベンガル民族主義の柱ともされる、独立戦争の精神を侵

されたことを意味する。ジャハナラ・イマムは先頭に立って人民裁判を実施したにも関わ

らず、人々を扇動したとして叛逆罪に問われた 81。その上、死刑を宣告したゴラム・アザ

ムは市民権を得ることができた。この記述からは、ベンガル民族主義の精神を挫かれた屈

辱的な意識と、ベンガル民族主義の精神を体現していた代表的な存在としてのジャハナ

ラ・イマムが重なり合うように読み取れる。この点においてジャハナラ・イマムが、数多

くのベンガル人の犠牲者を代表する象徴としての一面も持ち合わせていたことが伺える。

また別の投稿では、ジャハナラ・イマムの人民裁判に対する政府の対応を屈辱とみなし、

かつ現在に生きるベンガル人の苦悩と重ね合わせるような論調も見られる。2013 年 11

月 1 日にブロガー・活動家ネットワークのアカウントで投稿された文章は、執筆者は

「過去のベンガル人」とあえて書かれている。そのため、執筆時期は特定できないが、文

章中に出てくるデラワル・ホサイン・サイーディー（Delwar Hossain Sayedee）は

2013 年 2 月 28 日に死刑判決が下されていること 82、またシャハバグ運動に関して言及

していることから、2013 年に書かれたものだと推測される。この投稿の中で、ジャハナ

ラ・イマムについて以下の言及がなされている（資料 10）。  

 
8 1  2014 年 10 月 26 日にブロガー・活動家ネットワークのアカウントで投稿された文章内におい

ても、ジャハナラ・イマムが叛逆罪に問われ、亡くなったことに対する悲しみが書かれている

（資料 11）。「েহ ী ে  জ  ী  র াজপয ে  ি া রিে  হয ়েযে  এম  এক  ফ েয ের  প ু র ি য ের  ি াঠিযে ,  ফ য  ফ েে  গড় া়ে  ে ার  স া হস ী  

সন্তা   রু রম  হ া র সম ু য   প্র াণ  র ে য ়ে র ে যি   এক াত্তযর ।  কয াি ার  আক্রান্ত  আম াযের  জ  ী  র া ষ্ট্রযর াহ  ম ামি া  ক ায ধ  র  য ়ে  ম ৃ েু য ব র ণ  

কযর যে  এই  ফ েয ে - ফসই  গ্ল া র  র  র ে  গুযি া  ফে াম া য ের  সেেয ব র  স্ম ৃ রে যে  র ক  আযে  র প্র়ে  ভ াই  আমার?」  

「殉難者の母は、息子ルミが笑顔でその魂を捧げた国家の警察から屈辱を受けました。がんに

侵された私たちの母は、この国で叛逆の罪に問われたまま亡くなりました。愛する同志たち

よ、子どもの頃のあの悲しい日々を覚えていますか？」  

8 2  投稿文章内の判決の日付は報道記事とも一致する。  

Reuters ,  Bangladesh Is lamist 's  death sentence s parks  deadly r iots ,  (2013/02/28) .   

<https : / /www.reuters .com/art ic le /us -bang ladesh- tribunal-  

idUSBRE91R0AN20130228>（最終閲覧日  2022 年 11 月 29 日）より。  
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  একাত্তযর  স্ব াধ ী ে া  অজব য র  একুে  বের  পর  ১৯৯ ২  স া যি  েহ ীে  জ  ী  জাহ া া র া  ইম াম  য   ব া ংি া য েযের   

স্বাধ ী ে া রব যর া ধ ী  র াজ াকা রযে র  োঁ রসর  ে া রব যে  আযদ াি  গ যড়  ফে া যি  ,  ে   ে াযক  হ যে  হ়ে  র া যষ্ট্র ারহ ী !  রে র   

বযি র েযি ,”এই  আযদাি যক  স ু দূয রর  পে  পা রড়  রে যে  হযব।”  আম্মার  এই  কে া  র া যেই  আজ  ২০ ১৩  স াযি  য    

আমরা  আবা র  ম াে া  েু যি  ে া রড়য়ে রে  র াজ াকা যরর  ে াঁ র সর  ে া র ব যে ,  ে   আমাযে র  ঘ া যড়  চ া রপয ়ে  ফে ়ে া  হি   

 া রিকে ার  অপবাে ! !  

  1971 年の独立を達成してから 21 年後の 1992 年に、殉難者の母ジャハナラ・イマ

ムが反独立派のラジャカルの人々に対する絞首刑の要求運動を作り出した時、彼女

は反逆者にならなければならなかったのです！彼女は言いました。「この運動の道

のりは先が長いです。」母の言葉を忘れることなく、2013 年に私たちは再び顔を上

げて立ち上がり、ラジャカル達の処刑を要求した時、私たちは無神論者という汚名

を着せられました。  

 

 以上の文章では、彼女がベンガル民族主義の精神に則って正義を追求した時、反逆者と

してレッテルを貼られた屈辱的な過去と、シャハバグ運動に参加した人々が再び中傷的な

言葉を持って呼ばれることを重ね合わせている。ここでは、ジャハナラ・イマムの存在は

屈辱を受けた存在として表現されている。彼女はベンガル人のために立ち上がったにも関

わらず、名誉を汚され、その大義を果たすこともなく亡くなった。その屈辱と犠牲者とし

ての表象が、シャハバグ運動を活性化させる言説に結びついている。  

 以上、いくつかの特徴に分類して Facebook 上の言説を追った。ジャハナラ・イマム

の存在をまとめると以下のようになる。  

 まず、シャハバグ運動において、ジャハナラ・イマムはベンガル人の「母」とされ、彼

女が過去の歴史と現在をつなぐ象徴だったことである。彼女の存在を通して、過去に正義

を求めたベンガル人と現在に生きるベンガル人に連続性を持たせ、シャハバグ運動に正当

性と必然性をもたらしている。また、彼女が求めた正義の要求を引き継ぎ、歴史の責任を

引き受けることがシャハバグ運動であるといった主張も存在した。  

次に、彼女が語られる際には、独立戦争で亡くなった名も無き犠牲者の存在や、踏みに

じられた命が度々記述される。つまり、シャハバグ運動は祖国のために亡くなった多数の

犠牲者の命に対する正義を求める運動と位置付けられ、ここでも過去の犠牲者と、現在に

生きるベンガル人が一連の存在として主張される。さらに、ベンガル人が代償として支払
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ってきた数多くの犠牲が示されることは、その正反対の存在である戦争犯罪者への処刑要

求を正当化する根拠となる。そうして正当性を伴ったシャハバグ運動や戦争犯罪者への処

刑の要求に対する人々の連帯意識は、犠牲者の存在を通して高まっていると言える。犠牲

者とは、すなわちベンガル人の犠牲者であり、つまり民族主義を紐帯として連帯意識が高

まったのだ。  

 また前述の通り、シャハバグ運動に参加した人々は、その多くが独立戦争を直接経験し

ている人たちではない。中心となっていたブロガーや学生達は、過去の歴史として独立戦

争を知っている人々である。しかしそれ故に殉教への幻想は作られやすかったとも考えら

れる。この幻想は、死を目撃し、死の恐怖が骨身に染みた前線の兵士たちの間では抵抗感

がとても強い（林  2022、p.73）。実体験としての戦争と死に直面する経験を持たないか

らこそ、犠牲者に対する意識は美化され、より民族意識の連帯に結びつきやすかったと考

えられる。  

 そして最後に、ジャハナラ・イマム自身も犠牲者の一人としての立ち位置を兼ね備えて

いたことがわかった。それは式典で彼女への追悼が行われることに加え、人民裁判後に叛

逆罪に問われたこと 83、および死刑判決を下したゴラム・アザムが市民権を獲得するとい

う皮肉な結果となったこと、そして闘病生活にありながらも死の間際まで戦争犯罪者の処

刑を求めたものの、いよいよその大義を完遂することなく亡くなったその人生が強調され

る部分に現れている。ジャハナラ・イマムは独立戦争に尽力し、勇敢に戦争犯罪者への処

刑を要求し続けた強さを持つと同時に、夫や息子を亡くし、人民裁判後には屈辱的な結果

を甘んじて受け入れたまま他界したという、ベンガル人のために亡くなった犠牲者として

の側面の双方を象徴している存在だったと考えられる。その姿は「独立戦争で家族を失っ

た母の象徴」であり、「正義のための犠牲者の象徴」となった。彼女の母性と正義、犠牲

者としての象徴性は、シャハバク運動に共鳴する人々を一体化させ、運動に正統性を与

え、抵抗のための強い連帯をつくりあげる象徴として、重要な役割を担っていた。  

 

 

  

 

8 3  屈辱的な生存の状況においては内面で自尊心を守るための抵抗という闘争が存在し、悲惨な日

常を耐える生そのものが犠牲として捉えられることを林は主張している（林  2022、p.73）。  
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第 6 章 結語：バングラデシュにおけるベンガル民族主義とイスラム主義  

 本研究では、シャハバグ運動によってベンガル民族主義が回帰する様子を確認し、それ

を促した要因を考察してきた。  

 まず、イギリス植民地時代におぼろげに広がるベンガル人の共同体意識を政治的動機に

より区切る植民地政策の結果、現在のバングラデシュの原型となる境界線が作られた。そ

の際は宗教の違いを基準としており、植民地の政治的意図が多分に入り込んだ共同体形成

の姿があった。その後、東西パキスタンで独立したが、西パキスタンの不平等で支配的な

政策の影響が大きく、「想像の共同体」は崩壊した。東パキスタンの不満は結果的に独立

戦争に向かい、西パキスタンを明確な敵とみなしたベンガル民族主義による独立を果たし

た。建国時の理念もベンガル民族主義を掲げていた。しかし独立後、パキスタンという明

確な敵を失うことで、ベンガル民族主義が先鋭化される出来事は少なく、人々の底流を流

れるように潜在化しやすい傾向にあった。  

 その後、西パキスタンとの民族的差異という本来の建国の理念に対して、イスラム主義

が政治的な台頭を果たした。それは、票田確保のための政治的手段の一つでもあり、また

強大な隣国インドの存在を意識することで積極的に利用されることになった。つまり、バ

ングラデシュ建国時にはベンガル民族主義を理念に掲げていたが、政党同士の競争の結

果、イスラム主義が入り込み、揺れ動くこととなった。また、隣国インドとの関係から、

イスラムのアイデンティティが先鋭化される要因も存在した。加えて、ナショナル・アイ

デンティティの形成に関しては、インドの西ベンガル州にもベンガル人が居住しているこ

とから、彼らとは異なる「バングラデシュ人らしさ」が必要とされる側面も存在する。そ

のため、バングラデシュだけがもつ言語運動や独立戦争が非常に象徴的に取り上げられ

る。またその際、宗教はその差異を簡単に示すことができる。よって、よりイスラムが政

治的に利用されやすい環境だったとも考えられる。こうして、政治的な目的を達成する手

段として扱いやすいイスラム主義が、政治の表舞台に頻出することになった。そのため、

当初のベンガル民族主義に基づく理念はイスラム主義に塗り替えられたように見えるので

ある。  

 以上のように、政治的な優位性を保つ争いの結果、ベンガル民族主義とイスラムはまる

で揺らぐような姿として捉えられ、やがてイスラム主義に塗り替えられると指摘がされて

きた。しかし、戦争犯罪者への処刑を求めるシャハバグ運動において、「ベンガル人を裏

切ったベンガル人」の存在を通して東西パキスタン時代の構造が擬似的に経験され、建国
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の理念であるベンガル民族主義に回帰することとなった。またシャハバグ運動において

は、デモの内容や Facebook での言説などから、過去の歴史と現在に生きるベンガル人

の間に時間的連続性が生み出され、また犠牲者の存在を象徴的に取り上げることでベンガ

ル民族主義の回帰に貢献していることがわかった。  

 最後に、ナショナリズムの視点で鋭くその性質に切り込んだ林の「犠牲者意識ナショナ

リズム」を補助線に、バングラデシュの姿を鑑みる。まず、林の「犠牲者意識ナショナリ

ズム」を念頭に置くと、民族的結束が犠牲者の存在によって強化されていることが、ジャ

ハナラ・イマムの象徴化から見て取れる。  

 シャハバグ運動の勃興期を先導したブロガー・活動家ネットワークは、ジャハナラ・イ

マムをベンガル人の母と繰り返し主張した。Facebook では、ジャハナラ・イマムは現在

に生きるベンガル人の母であり、すなわちシャハバグ運動に参加している人々の母である

と伝えた。また同時に、ジャハナラ・イマムが生前に求め続けた戦争犯罪者の処刑を、彼

女に代わって実現させる責任があると主張した。こうして、過去の歴史が現在のベンガル

人の間に時間的連続性を生み出し、さらに彼らが、ジャハナラ・イマムが掲げた大義を共

に成し遂げるべき存在であると結びつけることで運命性をもたらした。この際、ジャハナ

ラ・イマムは既にこの世を去った人物であり、自らの死が、どのような意味づけを持って

いるかを決定することはできない。その死は、後世の人々によって意味付けされる。そこ

では、「犠牲者は死の意味を知らないほうがいいことすらある」のである（林  2022、

p.55）。後世の人々によって死の意味が解釈され、それが付与されることで死者は英霊

として復活し、民族の永続性を支える殉教者になるのだ（林  2022、p.55）。まさにジャ

ハナラ・イマムの死は、ブロガー・活動家ネットワークを中心とした人々の解釈によっ

て、シャハバグ運動の結束を高めるために復活した。そして、「母」なるジャハナラ・イ

マムの存在を通して、シャハバグ運動で正義を要求することは、過去の歴史と母の大義を

受け継ぐことだと主張されたのである。  

 また、ジャハナラ・イマムについて語られる投稿からは、同時に独立戦争で亡くなった

犠牲者の存在についての言及が数多くなされていることがわかった。そこには、独立戦争

時における数多くの死が民族の名の下に昇華され、バングラデシュを作り上げるために捧

げた命として物語に埋め込まれる。明確なはじまりを持たない国家にとって、代わりに

「国民の物語に点々とその軌跡を示すのは死」なのである（アンダーソン  2007、

p.335）。まさにシャハバグ運動では、ジャハナラ・イマムをはじめ、独立戦争時に亡く
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なった犠牲者の死が語られ、その物語は現在に生きるベンガル人との間に連続性と運命性

を生み出した。「民族とは遠い過去から続く運命共同体だ」と信じる民族主義は、祖国の

ために死んだ者を祀ることで永続性を確認する（林 2022、p.55）。シャハバグ運動で

は、東パキスタンと西パキスタンの対立構図が思い出されることで、同時に犠牲者の存在

が繰り返し登場した。そうして、現在に生きるベンガル人は、バングラデシュのために数

多くの犠牲を払ってきたことを認識する。これが根拠となり、その民族を裏切った者は糾

弾されなければならないという論調が生み出され、人々は民族を紐帯に結束を高めるので

ある。アンダーソンは、こうした死によって形作られる民族の物語は「起源としての現在

からはじまる」と主張する（アンダーソン  2007、p.334）。つまり、シャハバグ運動は

独立戦争における不正義がもたらしたものであると考えられることで、過去の犠牲が意識

され、死が民族の結束に対してより力を持つのだと説明できる。  

さらに、独立戦争で 300 万人が犠牲になったと語られる際には、多くの民間人が含ま

れている。実際には、彼らのすべての死が英雄的で、語り継がれるべき劇的な最期を遂げ

たわけではないことが想像される。しかし、それら全ての犠牲は、民族の名の下にからめ

取られる。この語りでは、「戦死者と民間人犠牲者のどちらが上位なのかという序列をな

くし、戦死者の間で進んだ『死の民主化』を民間人にも適用することで、犠牲者意識ナシ

ョナリズムに共感する世俗宗教の領域はさらに広がった」のである（林  2022、p.48）。

つまり、民間人を含めたすべての死が民族のために捧げた命だと受け取られることで、そ

れは一部の英雄の物語として終結するのではなく、あらゆる死をその物語に巻き込むこと

ができる。そうして、その歴史を受け取る後世の人々は、犠牲者の痛みと苦難を想像し、

それゆえに自民族の存在に自覚的になるのである。  

さらにジャハナラ・イマムは、彼女自身も犠牲者として認識されることで、過去の犠牲

者の象徴としても捉えられていた。独立戦争時から勇敢に独立のために奮闘し、独立後も

戦争犯罪者の処刑を求めて闘い続けたにも関わらず、国家から反逆者としての屈辱的なレ

ッテルを貼られ、大義を果たせぬまま亡くなってしまった姿がその根拠となっている。彼

女もまた、犠牲者の一人なのである。犠牲者意識ナショナリズムにおいては、「英雄的に

華々しく散った者でなく、非業の死を遂げた者や卑しく生き残った者こそ高貴な存在、他

を超越するシンボルへと昇華させねばならない」のである（林  2022、pp.73-74）。ま

さに、彼女が掲げた大義が当時の政権によって踏み躙られた上、それを果たせぬまま亡く
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なった姿は、犠牲者意識ナショナリズムを象徴している。それゆえに、彼女の存在はシャ

ハバグ運動に参加した人々に一体感をもたらし、抵抗のための強い連帯を作り出した。  

以上のように、ジャハナラ・イマムは、息子と夫を戦争で失った、すべてのベンガル人

の「母」として過去の歴史と現在に生きる人々に連続性を与え、また、ベンガル人が払っ

た犠牲を象徴する存在であった。彼女と共に語られる数多くの犠牲は、民族の永続性を確

認させる。そして、ジャハナラ・イマムもまた犠牲者であり、彼女は犠牲者の象徴として

掲げられることで、人々は民族の一員としての自覚を強めたのである。  

ただ一方で、民族の歴史として語られるこれらの物語は、詳細な歴史的背景が抜け落ち

て伝えられる。バングラデシュでは独立戦争で亡くなったと言われる 300 万人がどのよ

うに亡くなったのか、その一人一人の物語は語られることなく、運命的な犠牲であったと

神秘化される。それは、まさに「特有の記憶喪失」である（アンダーソン  2007、

p.332）。特有の記憶喪失を経ることで、その物語は国民にとってより美しく、感動的に

作られる。犠牲者は、もはや自らの言葉でその死を語ることはできず、300 万人とも言

われる独立戦争の犠牲者は、歴史家の恣意的な解釈によって再び新たな犠牲とされる（林  

2022、p.55）。さらに重要なことは、東パキスタン時代のベンガル人（とりわけ言語運

動や独立戦争）が行った加害に関しては、政府の式典や Facebook 上においても語られ

ることはなく、ベンガル人を一方的な犠牲者民族であると位置付けていることである。加

害を含めた個人的な行為や物語は、民族単位の対立構図に絡め取られるのである（林  

2022、p.48）。つまり、個別の事例は都合よく削ぎ落とされ、ベンガル人という民族単

位の視点に立つことで、犠牲者としての立ち位置を保つのである。  

 また、バングラデシュの場合、犠牲者の存在は確かにベンガル民族主義の結束を高める

存在としてシャハバグ運動においても登場していた。しかし、それは単純に「国家的プロ

ジェクト 84」として公式記憶で発信され、国民に浸透しているとは言い切れない。バング

ラデシュにおいて、ベンガル人の犠牲に基づく民族の物語は、アワミ連盟の優位性を後押

ししやすい。いわば、国家が式典の実施や公式記録の公表等を用いて数多くの犠牲者をベ

ンガル人の名の下に昇華させる営みは、「アワミ連盟プロジェクト」として作り上げられ

る性格を持ち合わせているからだ。これは、アワミ連盟が東パキスタン時代からベンガル

民族主義を掲げて政治活動を展開していたこと、ムジブル・ラーマンは現在のアワミ連盟

 

8 4  各国における過去の清算の大部分は、自民族の未来を描くために過去を再構成する国家的プロ

ジェクトだ（林  2022、p.372）。  
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総裁および首相であるシェイク・ハシナの父であると同時に、国家建設の象徴的な存在で

あること、独立時にはアワミ連盟がベンガル民族主義に基づく国家理念を打ち出したこと

からも明らかである。そのため、国民が自らの意思で作り出すベンガル人の犠牲者意識

は、政党の意図に重なる限りにおいて公の記憶に統合されやすくなる。例えば言語運動の

犠牲者たちは、当初は自発的な個人によって追悼され、殉難者の塔も有志によって建造さ

れた。しかし、やがてそれは公の記憶へと取り込まれた。例えば現在では、教育委員会が

政府小学校における殉難者の塔の建設のために予算を配分する例も見られる 8 5。また、2

月 21 日における国家的規模の式典も現在まで続いている。  

 つまりバングラデシュにおいては、ベンガル民族主義とイスラム主義のどちらにおいて

も、国家が保護する動きには、各政党の思惑が大きく影響していることが特徴的である。

バングラデシュにおいては、政権の交代や政党の力関係の変化と共に、大きく国家の理念

も揺らぐという状況が存在する。そして、政権を勝ち取った政党は常に野党の弱体化や分

断を試みてきた。その格好の道具として、イスラム主義のみならず、ベンガル民族主義も

利用されてきた。つまりベンガル民族主義の維持・変容は、一つの「国家」がもたらす動

きとして包括的に捉えることが困難なのである。そこでは、国内政治の勢力関係や政権ご

との政治的意図が理念の変化に多分に影響を与えており、より打算的かつ政治的な手札と

して、イスラム主義やベンガル民族主義が表象されている。そのため、政権ごとにおける

具体的な政策や政治的な取り組みを個別に把握した上での理解が求められる。  

 また国内政治の視点にたてば、BNP やイスラム協会など、アワミ連盟以外の政党にと

っては、アワミ連盟と同じ独立戦争のストーリーを使った政治を推し進めることは難し

い。その差異化を図る際にイスラムが最も身近で、国民の支持を取り付けやすい道具であ

ったと捉えることもできる。建国の理念とアワミ連盟の政党理念が重なり合うことは、そ

の他の政党にとってみれば乗り越えなければならない理念的課題であり、イスラムは票田

確保や敵対政党分断のための方策以上の意味を持っていたと考えることができる。  

 さらに、本論では中心的な対象として取り扱わなかったが、2015 年以降、バングラデ

シュでは、建国の父ムジブル・ラーマンを象徴化する動きがアワミ連盟によって行われて

 

8 5  The Da ily Observer,  In it iative taken  to  bui ld  Shaheed Minar a t  108 Sundarganj   

schools ,  (2021 /01/31) .  <https : / /www.observerbd .com/news.php? id=296742>（最終閲  

覧日  2022 年 12 月 07 日）  
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いる。ムジブル・ラーマンのモニュメントの建造や、生誕 100 周年の取り組みなどがそ

の例である 86。また 2022 年 8 月には、空港へと続く道路にムジブル・ラーマンの写真が

掲載され、空港内にはムジブル・ラーマンの特設コーナーも設置されていた（図 4）。ま

た、首都ダッカ市内の高級ホテルでは、ムジブル・ラーマンの生誕 100 周年を祝うボー

ドや像が置かれている。ムジブル・ラーマンは確かにベンガル民族主義を象徴する存在の

一人である。一方で、独立後は国内政治における失策も散見され、とりわけ 1974 年の洪

水時における対応は批判も多かった 87。しかし、現在に描かれるムジブル・ラーマンの姿

はあくまで建国の父であり、英雄そのものである。ここでも過去の歴史は「特有の記憶喪

失」を伴って思い起こされていると言える。  

 以上のように約 200 年間の歴史を視野に収めながら、犠牲者意識ナショナリズムを補

助線にベンガル民族主義の変容を考察してきた。しかし、ナショナリズムは林が指摘する

ように一国のみでは完結しない。その文脈は常にグローバルな領域と絡み合っている。つ

まり、バングラデシュにおけるベンガル民族主義に基づくナショナリズムの結束は、国内

のみを視野に収めれば連帯とみられるものの、必ずしも地球規模の人類の共存には結びつ

かない側面も最後に指摘しておきたい。それを林は「互いに異なる記憶が地球規模の構成

体で出会い、絡み合えば、不協和音を醸し出すものだ」と説明する（林  2022、

p.360）。つまり、特有の記憶喪失を伴い編纂された物語は、物語の加害者や第三者を排

除し、優位に立とうとする側面が存在する。そのため、地球規模の共存が求められる現在

においては「犠牲者意識ナショナリズムを犠牲にしなければ、犠牲者たちが記憶の連帯を

なすことは難しい」のである（林  2022、p.360）。民族や国籍を異にする人々の出会い

がさらに増加していく時代における共存の術は、犠牲者意識ナショナリズムからの脱皮を

必要としている。これは決してベンガル人のみならず、あらゆる犠牲の記憶を持つ人々に

共通する課題である。  

 

8 6  ムジブル・ラーマンの生誕 100 周年を記念した政府のホームページも存在する。  

<https : / /muj ib100 .gov.bd>（最終閲覧日  12 月 10 日）  

8 7  ムジブル・ラーマンは 1974 年 12 月に非常事態宣言を交付し、1975 年 1 月には大統領制をと

るなど権力を集中して強権的に事態に対処しようとしたが、混乱は拡大して政府は信頼を失い、

加えて汚職やムジブル・ラーマンの身内びいきも行われていた（辛島  2012、p.942）。また戦

後経済の復興が進まなかったこと、物価高騰や援助物資の横流しなども政権の信頼低下の要因

として指摘される（佐藤  2003、p.23）。  
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最後に、本研究では、言及が間に合わなかった箇所が存在する。それは、シャハバグ運

動において、国外に居住するバングラデシュ人の存在があった点である。電子メディアに

よって物理的境界を瞬間的に越えられる現在において、犠牲者意識ナショナリズムが持つ

トランスナショナルな影響は小さくはない。「SNS を中心とした電子メディアは地球の

反対側にすむ人々の生活を自分と密接な関係を持つもの」と感じさせる（林  2022、

p.383）。実際、シャハバグ運動の際にはカナダやイギリス、さらに日本在住のバングラ

デシュ人など、バングラデシュ国外からの発信もなされていた。遠距離ナショナリズムの

視点は現在においてより興味深く、かつ複雑さを呈していると想像されるが、本研究では

分析がおよばなかったため今後の課題としたい。  
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図表  

表  1  

項目  要求  

1  
憲法は、ラホール決議に基づく真の意味でのパキスタン連邦と、成人普通選挙に基づき直接

選出された立法府を最高機関とする議会形態を規定する。  

2  連邦政府の条項は国防と外交関係に限定される。  

3  
ⅰ東西両翼に別個の通貨を設け、相互に自由に交換できるものとする。  

ⅱあるいは、東から西への資本の流出を立法上防止する単一の通貨を発行する。  

4  
課税、徴税権は連邦を構成する諸国家に付与され、中央政府は国税の割当分によってまかな

われる。  

5  
外貨勘定は東西両パキスタンで別個に保有し、連邦政府の需要は東西両翼が均等に負担する

か、事前に同意を得た決められたペースに基づいて負担する。  

6  
東パキスタンにおける国防問題の自給体制を確立し、軍需工場・軍事アカデミーが東パキス

タンに設立されるべきであり、連邦海軍総司令部は東パキスタンに設置される。  

中村  （1992、pp.201 -202）および Hossa in（2012）から筆者作成。  

 

表 2  

議院内閣制以後の総選挙と政権遷移  

年 総選挙の結果と政権 

1991 総選挙で BNP が勝利 

1996 総選挙でアワミ連盟が勝利  

2001 総選挙で BNP 主導の連立政権が勝利  

2006 総選挙延期によりアーメド暫定政府が政権に就く  

2008 総選挙でアワミ連盟が勝利  

2014 総選挙でアワミ連盟が二期連続で勝利  

2018 総選挙でアワミ連盟が三期連続で勝利  

在バングラデシュ日本大使館（2005）、英国国境局（2009）から筆者作成。 

 

表  3  

2012 年時点で公表され戦犯裁判の被告人リストと判決  

 被告人  独立戦争時の活動  逮捕時の活動  主な罪状  判決  

第 ゴラム・アザム  イスラム協会最高  イスラム協会最高 2014 年 10
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1

法

廷  

指導者  指導者として、ラ

ジャカルなどの補

助部隊組織化の中

核的役割  

月 23 日、拘

留中に死亡  

同

上  

M.R.ニザーミー  イスラーミー学生

団議長  

イスラム協会最高

指導者  

イスラーミー学生

団議長としてア

ル・バダルを組織

化し、六百人以上

を殺害  

2014 年 10

月 29 日に国

際法廷で死刑

判決  

同

上  

D.H.サイーディ

ー  

宗教活動家  イスラム協会副最

高指導者  

ピロージュプルで

ヒンドゥー教徒の

虐殺、女性の凌

辱、改宗の強制  

2014 年 9 月

17 日、最高

裁で終身刑判

決  

同

上  

S .Q.チョウドリ

ー  

ムスリム連盟政治

家（チッタゴンの

有力家族の一員）  

BNP 国民議会議

員  

パキスタン軍と共

同して独立支持者

やヒンドゥー教徒

に対する監禁・拷

問・殺害等の非人

道行為  

2013 年 10

月 1 日に死刑

判決  

第
2

法

廷  

A.A.M.ムジャヒ

ード  

イスラーミー学生

団書記長  

イスラム協会書記

長  

ダッカでの知識人

集団殺害に関与  

2013 年 7 月

に死刑判決  

同

上  

Md.カマルッザー

マン  

マイメンシン県イ

スラーミー学生団

議長  

イスラム協会書記

長上級補佐  

シェルプルで民間

人 164 人を殺害  

2014 年 11

月 3 日に死刑

判決  

同

上  

A.Q.モッラー  ダッカ大学シャヒ

ドゥッラー寮イス

ラーミー学生団議

長  

イスラム協会書記

長上級補佐  

ダッカ市内各地で

のパキスタン軍に

よる大量虐殺の幇

助  

2013 年 2 月

5 日に終身

刑、その後

2013 年 9 月

17 日に死刑

判決  

同

上  

A.K.アーザード  フォリドリプルの

イスラーミー学生

団活動家  

イスラム協会から

除名（逃亡中）  

フォリドプルでヒ

ンドゥー教徒の略

奪・殺害を指導  

2013 年 1 月

21 日に死刑

判決  

同

上  

A.アリム  ムスリム連盟政治

家、ボグラ県評議

会副議長  

BNP 元国民議会

議員  

ジョイプルハット

で 370 人のヒン

ドゥー教徒を殺害  

2013 年 10

月 9 日に無期

懲役判決。そ

の後 2014 年
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8 月 30 日、

拘留中に死亡  

佐藤  （2013）、村山（2014）、金澤（2015）から筆者作成 8 9。  

 

 

  

 

8 9  論文内の使用語句に合わせ、一部表記の変更あり。  
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図  1  

 

2 月 21 日には、殉難者の塔に多くの献花がなされる 9 0。  

 

図 2 

 

無期懲役判決後、V サインを見せるモッラー 9 1。  

 
9 0  The F inanc ia l Express ,  A chi ld  p laces  f l owers  a t  the Centra l Shaheed Minar ,   

(2018/02/23) .  <https : / / today.the f inancialexpress . com.bd/f irst -page/a- chi ld -places -  

f lowers - at-the-central -shaheed- minar-1519321194>（最終閲覧日  2022 年 12 月 09 日） 

9 1  The Da i ly Star,  Death warrant for  Mol lah ,  (2013 /12/09) .  

<https : / /www.theda ilystar.net /death -warrant - for -mol lah-1768 >（最終閲覧日  2022 年  

12 月 09 日）  
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図  3  

 

シャハバグ運動においてジャハナラ・イマムの肖像画を掲げる様子。2013 年 2 月 14 日撮影 9 2。  

 

図  4  

 

ダッカ市のシャージャラル国際空港内におけるムジブル・ラーマン特設コーナー。（2022 年 8 月

筆者撮影）  

 

9 2  Al Jazeera,  Bangladesh war cr imes  protests  c ont inue ,  (2013 /02/19) .   

<https : / /www.aljazeera.com/ga llery/2013 /2/19 /banglades h -war- crimes -protests -  

continue>（最終閲覧日  2022 年 12 月 09 日）  
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